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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
次の構成要件（Ａ01）～（Ａ05）を備えた画像形成装置、
（Ａ01）給紙トレイに収容されたシートをレジローラに搬送する給紙用シート搬送装置と
、搬送されたシート前端部を一旦停止させてシート前端部にループを形成させてから、画
像記録位置にシートを搬送する前記レジローラと、１面目に画像記録されたシートを通常
のシート搬送方向と直角方向に搬送して反転させるシート反転路とを有し、シートの両面
に画像記録を行う場合に、前記シート反転路で反転したシートを前記レジローラに再送す
るシート搬送装置、
（Ａ02）前記画像記録位置を通過する前記シート上のシート幅方向に設定された設定画像
記録幅およびシート搬送方向に設定された設定画像記録長さを有する設定画像領域内に画
像を記録する画像記録装置、
（Ａ03）前記レジローラと前記画像記録位置との間に配置され前記シートの１面目に画像
記録する際に前記シートの幅方向の両端縁の中の一端縁の位置を検出する１面目サイドレ
ジセンサと、前記シートの２面目に画像記録する際に反転した前記シートの幅方向の前記
一端縁と同一の端縁の位置を検出する２面目サイドレジセンサとを有するサイドレジセン
サ、
（Ａ04）前記シートの１面目の画像記録時の前記一端縁の位置である１面目サイドレジ位
置を前記１面目サイドレジセンサの検出信号に応じて検出する１面目サイドレジ位置検出
手段と、前記シートの２面目の画像記録時の前記一端縁と同一端縁の位置である２面目サ
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イドレジ位置を前記２面目サイドレジセンサの検出信号に応じて検出する２面目サイドレ
ジ位置検出手段とを有するサイドレジ位置検出手段、
（Ａ05）前記シートの１面目の画像記録時に前記１面目サイドレジ位置からシートの中央
側に１面目設定距離ｄ１だけ離れた位置の前記設定画像領域に１面目の画像を記録すると
ともに、前記シートの２面目の画像記録時に前記２面目サイドレジ位置からシートの中央
側に前記１面目設定距離ｄ１と等しい２面目設定距離ｄ２だけ離れた位置の前記設定画像
領域に２面目の画像を記録する前記画像記録装置。
【請求項２】
次の構成要件（Ａ06）を備えた請求項１記載の画像形成装置、
（Ａ06）前記１面目サイドレジセンサの配置位置とシート幅方向で同一位置に設定された
前記１面目サイドレジ位置を前記シートの一端縁が通過するように、前記１面目の画像記
録時のシートを搬送する前記シート搬送装置。
【請求項３】
次の構成要件（Ａ07）を備えた請求項１記載の画像形成装置、
（Ａ07）前記１面目サイドレジセンサの配置位置からシート幅方向に距離ｄ０だけ離れた
位置に設定された前記１面目サイドレジ位置を前記シートの一端縁が通過するように、前
記１面目の画像記録時のシートを搬送する前記シート搬送装置。
【請求項４】
次の構成要件（Ａ08）を備えた請求項１ないし３のいずれか記載の画像形成装置、
（Ａ08）前記２面目サイドレジセンサの配置位置とシート幅方向で同一位置に設定された
前記２面目サイドレジ位置を前記シートの一端縁が通過するように、前記２面目の画像記
録時のシートを搬送する前記シート搬送装置。
【請求項５】
次の構成要件（Ａ09）を備えた請求項１ないし３のいずれか記載の画像形成装置、
（Ａ09）前記２面目サイドレジセンサの配置位置からシート幅方向に距離ｄ０だけ離れた
位置に設定された前記２面目サイドレジ位置を前記シートの一端縁が通過するように、前
記２面目の画像記録時のシートを搬送する前記シート搬送装置。
【請求項６】
次の構成要件（Ａ010），（Ａ011）を備えた請求項１ないし５のいずれか記載の画像形成
装置、
（Ａ010）前記１面目サイドレジセンサおよび２面目サイドレジセンサにより前記シート
の一端縁が検出されるように前記シートをシート幅方向に搬送するシート幅方向搬送部材
、
（Ａ011）前記シート幅方向搬送部材の作動を制御して、前記シートの１面目の前記設定
画像領域と２面目の前記設定画像領域とが紙面に垂直な方向から見て一致するように、前
記シートのシート幅方向の位置を制御するシート幅方向位置制御手段。
【請求項７】
次の構成要件（Ａ010′），（Ａ011′）を備えた請求項６記載の画像形成装置、
（Ａ010′）前記画像記録位置でのシートの幅方向の位置を調節するためにシート搬送中
の前記レジローラをシート幅方向に移動させるレジローラ移動装置により構成された前記
シート幅方向搬送部材、
（Ａ011′）シートの１面目の設定画像領域と２面目の設定画像領域とが紙面に垂直な方
向から見て一致するように、前記レジローラをシート幅方向に移動させて前記画像記録位
置でのシートの幅方向の位置を調節するレジローラ移動制御手段により構成された前記シ
ート幅方向位置制御手段。
【請求項８】
次の構成要件（Ａ012）を備えた請求項１ないし５のいずれか記載の画像形成装置、
（Ａ012）シートの１面目の設定画像領域と２面目の設定画像領域とが紙面に垂直な方向
から見て一致するように、前記１面目のシート幅方向の設定画像領域記録位置に対して、
前記２面目のシート幅方向の設定画像領域記録位置を前記シート幅方向にシフトする前記
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画像記録装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像記録用のシートの両面に画像を記録することが可能な画像形成装置に関
し、特に、シートの両面にそれぞれ形成した画像記録領域がシート面に垂直な方向から見
た場合に一致させることが容易な画像形成装置に関する。
  本発明は、電子写真方式の複写機、ＦＡＸ（ファクシミリ）、プリンタ等の画像形成装
置やインクジェット方式の画像形成装置等に適用することが可能である。
【背景技術】
【０００２】
　画像記録用のシートには種々のサイズが有る。前記シートの表面に画像を記録する際の
画像記録可能な範囲は、各シートサイズ毎に異なっており、また、画像形成装置の種類毎
に異なっている。
  また、シートの両面に画像を記録可能な一般的な画像形成装置では、一面目に画像記録
したシートを反転させてから２面目に画像を記録している。
【０００３】
  前記シートの両面に画像を記録可能な一般的な画像形成装置としては、電子写真方式の
画像形成装置が従来周知である。従来周知の前記電子写真方式の画像形成装置としては、
次の構成要件（Ｂ01）～（Ｂ06）を備えたものが知られている。
（Ｂ01）給紙トレイに収容されたシートをレジローラに搬送する給紙用シート搬送装置、
（Ｂ02）搬送されたシート前端部を一旦停止させてシート前端部にループを形成させてか
ら、画像記録位置（転写位置）にシートを搬送する前記レジローラ、
（Ｂ03）前記画像記録位置（シート転写位置）に配置された回転する像担持体表面の幅方
向の所定幅の画像記録領域にトナー像を形成するトナー像形成装置、
（Ｂ04）前記シート転写位置を通過するシートに、前記像担持体表面に形成されたトナー
像を転写する転写装置、
（Ｂ05）前記トナー像が転写されたシートが定着領域を通過する際に前記シート上に転写
されたトナー像を加熱定着する一対の定着用回転部材を有する定着装置、
（Ｂ06）１面目に画像記録されて前記定着領域を通過したシートを通常のシート搬送方向
と直角方向に搬送して反転させるシート反転路を有し、シートの両面に画像記録を行う場
合に、前記シート反転路で反転したシートを前記レジロールに再送する両面記録が可能な
シート搬送装置。
【０００４】
  前記両面記録用の画像形成装置において、シートの１面目にシート幅方向の１面目設定
画像記録幅およびシート搬送方向の１面目設定画像記録長さを有する１面目画像記録領域
に画像を形成し、シートの２面目に２面目設定画像記録幅および２面目設定画像記録長さ
を有する２面目画像記録領域に画像を形成する際、シート面に垂直な方向から見たときに
前記１面目画像記録領域と２面目画像記録領域とを重なる位置に配置したい場合がある。
【０００５】
  図９はシート両面の画像記録領域が重なるように画像記録する場合の説明図であり、図
９ＡはＡ３ＳＥＦのシート（ショートエッジフィード、すなわち、Ａ３シートの短辺が前
端となって搬送されるシート）の上面図、図９Ｂは前記Ａ３ＳＥＦのシートに転写領域を
通過させながら画像記録を行う状態を示す図、図９Ｃは前記Ａ３ＳＥＦのシートの一面目
の画像記録領域に画像記録した状態を示す図、図９Ｄは前記図９Ｃのシートを表裏反転さ
せた状態を示す図、図９Ｅは前記図９Ｄのシートに転写領域を通過させながら２面目に画
像記録を行う状態を示す図、図９Ｆは前記図９Ｄのシートの２面目に画像記録が行われた
状態を示す図、 図９ＧはシートＳの１面目の画像記録領域Ｓ１と２面目との画像記録領
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域Ｓ２とがシートＳの紙面に垂直な方向から見た場合にシート搬送方向に位置ずれして配
置された状態を示す図、図９ＨはシートＳの１面目の画像記録領域Ｓ１と２面目の画像記
録領域Ｓ２とがシートＳの紙面に垂直な方向から見た場合にシート幅方向に位置ずれして
配置された状態を示す図、である。
【０００６】
  図９Ａに示すＡ３ＳＥＦのシートＳを使用して両面画像記録を行う場合、最初に１面目
に画像を記録するために前記シートＳを、図９Ｂのシート転写領域（画像記録位置）Ｑ４
に搬送する。
  図９Ｂにおいて、トナー像が形成された円筒状の像担持体ＰＲの下側面には転写ローラ
（図示せず）が圧接しており、圧接領域により転写領域Ｑ４が形成されている。前記転写
領域Ｑ４をシートＳが通過する際に、シートＳの１面目の設定画像記録幅Ｓ１ａを有する
画像記録領域Ｓ１の範囲内に１面目の画像が記録される。
  図９Ｃにおいて、前記転写領域Ｑ４を通過したシートＳの１面目の画像記録領域Ｓ１（
設定画像記録幅Ｓ１ａ、設定画像記録長さＳ１ｂ）には画像が記録されている。
【０００７】
  図９Ｄにおいて、前記図９ＣのシートＳを反転させたシートＳの１面目は下側になって
おり、２面目が上側になっている。
  図９Ｅにおいて、２面目が上側の反転シートＳが転写領域（画像記録位置）Ｑ４を通過
する時に、像担持体ＰＲの表面に形成された２面目の画像（トナー像）がシートＳの２面
目の画像記録領域Ｓ２に転写される。２面目の画像記録領域Ｓ２の画像記録幅Ｓ２ａおよ
び画像記録長さＳ２ｂは前記１面目の設定画像記録幅Ｓ１ａおよび画像記録長さＳ１ｂと
同じ大きさに設定されている。
  シートＳが前記転写領域Ｑ４（画像記録位置）を通過して２面目に画像が記録された状
態を示す図９Ｆでは、１面目の画像記録領域Ｓ１と２面目の画像記録領域Ｓ２とが、シー
トＳの紙面に垂直な方向から見た場合に重なる位置に配置されている。
【０００８】
  図９Ｇおよび図９Ｈの場合には、前記シートＳの画像記録領域Ｓ１，Ｓ２の外周に沿っ
て枠状の画像を記録した場合、前記シートＳが遮光性の小さいシートの場合には１面目お
よび２面目の枠の位置が薄くずれて見えることがある。また、両面画像記録した複数のシ
ートを綴じた場合に、見開きの頁の左右の頁において、画像枠の位置が上下方向にずれる
ことがある。
  なお、図９の説明では、円筒状の像担持体ＰＲ表面に形成されたトナー像をシートに転
写する場合について説明したが、中間転写ベルトのバックアップロールが当接する側面と
反対側面に形成されたトナー像を、前記バックアップロールに対向配置される２次転写ロ
ールによりシートに転写する場合や、インクジェット記録ヘッドによりシートに画像を記
録する場合についても、同様のことが言える。
【０００９】
  図１０は実際の画像記録装置を使用し、シートの幅方向の一端縁の向きが画像記録位置
において一定となるように制御し且つシートの前後端を入れ替えるようにシートを反転し
てシート両面に画像記録する場合の従来技術の説明図であり、図１０Ａは給紙トレイに収
容されているシートを示す図、図１０Ｂは給紙トレイから取り出したシートを搬送する途
中の状態を示す図、図１０Ｃはシートガイドおよびレジローラを通過するシートの状態を
示す図、図１０Ｄはシートの１面目にトナー像が転写されながら転写領域（シートへの画
像記録位置）を通過するシートの状態を示す図、図１０Ｅは１面目のトナー像が転写され
たシートが定着領域を通過する状態を示す図、図１０Ｆは１面目のトナー像が転写、定着
されたシートをシート搬送方向の前後端が入れ代わるように反転させた状態を示す図、図
１０Ｇは反転したシートがシートガイドおよびレジローラを通過する状態を示す図、図１
０Ｈは前記反転シートが２面目にトナー像を転写されながら転写領域（シートへの画像記
録位置）を通過する状態を示す図、図１０Ｉはシートの両面にトナー像が転写された状態
を示す図である。
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【００１０】
  給紙トレイ（図示せず）に収容されたシートＳを示す図１０Ａにおいて、Ａ３ＳＥＦの
シートを収容する給紙トレイに収容されたＡ３ＳＥＦの実際のシートＳ（図１０Ａの実線
参照）のサイズは、理想的なＡ３ＳＥＦのシートＳ′（図１０Ａの１点鎖線参照）のサイ
ズに比較して誤差を有している。すなわち、図１０Ａの場合、理想的なＡ３ＳＥＦのシー
トＳ′（１点鎖線参照）のシート幅（シート搬送方向に垂直な方向の幅）およびシート長
（シート搬送方向の長さ）に比較して、給紙トレイに収容されたＡ３ＳＥＦの実際のシー
トＳ（実線参照）のシート幅およびシート長さは大きい。また、理想的なＡ３ＳＥＦのシ
ートＳ′（１点鎖線参照）の形状は長方形であるが、給紙トレイに収容されたＡ３ＳＥＦ
の実際のシートＳ（実線参照）の形状は必ずしも長方形ではない。この図１０Ａに示すＡ
３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）の形状はシート搬送方向前端縁が傾斜しているも
のとする。
  すなわち、画像形成装置では、Ａ３ＳＥＦのシートのシートサイズは、理想的なＡ３Ｓ
ＥＦのシートＳ′（１点鎖線参照）のシートサイズを記憶（認識）しているが、実際に使
用されるＡ３ＳＥＦのシートＳ（実線参照）のサイズは、画像形成装置が認識しているシ
ートサイズとは異なる（誤差を有する）。
【００１１】
  前記Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）は図１０Ａに示す位置（給紙トレイに収
容されている位置）から取り出されて搬送される際、図１０Ｂのように傾斜して搬送され
る場合が多い。
  前記Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）は、図１０Ｃの位置決め用ガイドＳＧを
通過する際、シートＳの搬送方向に平行な両端縁の中の一方の端縁が位置決め用ガイドＳ
Ｇのガイド面に接触（図１０Ｃの２点鎖線参照）して、位置決めされる。図１０Ｃの２点
鎖線で示すように位置決めされたシートＳを下流側に搬送するレジローラＲｒは、その軸
方向に移動可能に構成されている。前記レジローラＲｒは前記図１０Ｃの２点鎖線で示し
たシートＳを下流側のリードレジセンサＳＮ１に搬送する際に、シート幅方向（レジロー
ラＲｒの軸方向）に移動して前記シートＳを２点鎖線の位置から一定距離だけシート幅方
向に搬送する。
  すなわち、シートＳは、その先端がリードレジセンサＳＮ１の位置（リードレジ位置）
に到達した時には、シート幅方向において図１０Ｃに示す実線の位置に移動している。前
記図１０ＣのシートＳが、２点鎖線位置（シート一端縁がシートガイドＳＧに当接する位
置）から実線位置に移動する際のシート幅方向の移動距離ｄ０は設定された値であり、画
像形成装置で記憶されている。なお、シートＳをシートガイドＳＧに当接する位置から前
記移動距離ｄ０だけ離隔移動させる理由は、シートＳをシートガイドＳＧに当接する位置
で搬送方向に搬送すると、そのシートＳが両面記録のために反転して再送されてきた時に
、シートガイドＳＧのガイド壁の端部に衝突するのを防止するためである。
【００１２】
  前記図１０ＣのシートＳはその先端がリードレジセンサＳＮ１で検出された状態で一旦
停止し、所定のタイミングでシート搬送方向下流側に搬送される。前記図１０Ｃの実線の
位置からシート搬送方向下流側に搬送されたシートＳは、トナー像が形成されたロール状
の像担持体ＰＲ（図１０Ｄ参照）とその下側面に圧接する転写ローラ（図示せず）との、
圧接領域である転写領域Ｑ４に搬送される。
  図１０Ｄにおいて、前記転写領域Ｑ４をシートＳが通過する際に、シートＳの１面目の
設定画像記録幅Ｓ１ａを有する画像記録領域Ｓ１の範囲内に１面目の画像が記録される。
なお、図１０Ｄには実際のシートＳを実線で示し、理想的なシートＳ′を１点鎖線で示し
ている。図１０ＤのシートＳの１面目の画像記録領域Ｓ１とシートＳの一端縁との距離ｄ
１は設定された値であり、画像形成装置で記憶されている。図１０Ｃおよび図１０Ｄから
分かるように、前記シートガイドＳＧと、シートＳの１面目の画像記録領域Ｓ１との距離
は（ｄ０＋ｄ１）である。前記距離（ｄ０＋ｄ１）は、画像形成装置により認識されてい
る。
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【００１３】
  図１０Ｅにおいて、シートＳの前端縁から画像記録領域Ｓ１までの距離はｅ１であり、
距離ｅ１は設定された値である。Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）のサイズが理
想的なシートサイズである場合には、図１０ＥのシートＳの後端縁と画像記録領域Ｓ１と
の距離もｅ１となるように設定されている。しかし、この図１０ＥのＡ３ＳＥＦの実際の
シートＳ（実線参照）は、理想的なシートＳ′（１点鎖線参照）のシート搬送方向の長さ
よりも長いため、図１０ＥのシートＳの後端縁と画像記録領域Ｓ１との距離ｅ１′は、前
記ｅ１よりも長くなっている。
  図１０Ｅにおいて、前記シートＳの１面目に転写されたトナー像（画像）は、定着装置
の加熱ロールＦｈおよびその下側に圧接する加圧ロール（図示せず）の圧接領域である定
着領域を通過する際に加熱定着される。
  図１０Ｅの加熱ロールＦｈにより加熱定着されたシートＳは、シート搬送方向の前端縁
および後端縁が入れ代わるように反転されて、図１０Ｆの状態となる。図１０Ｆの状態で
はシートＳの１面目の画像領域Ｓ１は下側に配置されており、点線で示されている。
【００１４】
  前記図１０Ｆに示すシート（１面目の画像記録済のシート）Ｓは、前記図１０Ｃで説明
したのと同様に、図１０Ｇの位置決め用ガイドＳＧを通過する際、シートＳの搬送方向に
平行な両端縁の中の一方の端縁が位置決め用ガイドＳＧのガイド面に接触（図１０Ｇの２
点鎖線参照）して、位置決めされる。図１０Ｇの２点鎖線で示すように位置決めされたシ
ートＳを下流側に搬送するレジローラＲｒは、前記下流側のリードレジセンサＳＮ１に搬
送する際に、シート幅方向（レジローラＲｒの軸方向）に移動して前記シートＳを２点鎖
線の位置から一定距離だけシート幅方向に搬送する。
  すなわち、シートＳは、その先端がリードレジセンサＳＮ１の位置（リードレジ位置）
に到達した時には図１０Ｇに示す実線の位置に移動している。前記図１０ＧのシートＳが
、２点鎖線位置（シートＳの一端縁（１面目と同一の端縁）がシートガイドＳＧに当接す
る位置）から実線位置に移動する際のシート幅方向の移動距離ｄ０は設定された値であり
、画像形成装置で記憶されている。
【００１５】
  前記図１０Ｇの実線の位置からシート搬送方向下流側に搬送されたシートＳは、トナー
像が形成されたロール状の像担持体ＰＲ（図１０Ｈ参照）とその下側面に圧接する転写ロ
ーラ（図示せず）との、圧接領域である転写領域Ｑ４に搬送される。
  図１０Ｈにおいて、前記転写領域Ｑ４をシートＳが通過する際に、シートＳの２面目の
設定画像記録幅Ｓ２ａを有する画像記録領域Ｓ２の範囲内に２面目の画像が記録される。
図１０ＨのシートＳの２面目の画像記録領域Ｓ２とシートＳの一端縁との距離ｄ２は設定
された値であり、画像形成装置で記憶されている。図１０Ｇおよび図１０Ｈから分かるよ
うに、前記シートガイドＳＧと、シートＳの２面目の画像記録領域Ｓ２との距離は（ｄ０
＋ｄ２）である。前記距離（ｄ０＋ｄ２）は画像形成装置により認識されている。
【００１６】
  図１０の場合、１面目と２面目の画像記録時にシートガイドＳＧにガイドされるシート
Ｓの一端縁は同一の端縁であり、そのシートＳの同一の一端縁はシートガイドＳＧから前
記移動距離ｄ０だけ離れた位置に移動している。また、前記ｄ１とｄ２とは同じ値（ｄ１
＝ｄ２）に設定されているので、シートＳの前記一端縁と２面目の画像記録領域Ｓ２との
距離（ｄ０＋ｄ２）は、シートＳの前記一端縁と１面目の画像記録領域Ｓ１との距離（ｄ
０＋ｄ１）と等しい。すなわち、（ｄ０＋ｄ２）＝（ｄ０＋ｄ１）である。
  したがって、図１０Ｉに示すように、Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳの１面目と２面目の
画像記録領域Ｓ１，Ｓ２は、シート面に垂直な方向から見て、シート幅方向では一致して
いる。
【００１７】
  図１０Ｉにおいて、シートＳの前端縁から画像記録領域Ｓ２までの距離はｅ２であり、
距離ｅ２は設定された値である。前記距離ｅ２は前記距離ｅ１と同一の値に設定されてい
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る。すなわち、ｅ２＝ｅ１である。Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）のサイズが
理想的なシートサイズである場合には、図１０ＩのシートＳの後端縁と画像記録領域Ｓ２
との距離ｅ２′もｅ２′（＝ｅ１＝ｅ２）となるように設定されている。しかし、この図
１０ＩのＡ３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）は、理想的なシートＳ′（前記図１０
Ｅの１点鎖線参照）のシート搬送方向の長さよりも長いため、図１０ＩのシートＳの後端
縁と画像記録領域Ｓ２との距離ｅ２′は、前記ｅ２（＝ｅ１）よりも長くなっている。す
なわち、ｅ２′＞ｅ２となっているので、ｅ２＜ｅ１′（図１０Ｈ参照）となっている。
  したがって、図１０Ｉに示すように、Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳの１面目と２面目の
画像記録領域Ｓ１とＳ２は、シート面に垂直な方向から見て、シート搬送方向では一致せ
ず、位置ずれしている。
【００１８】
  図１０の説明から分かるように、Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳ（図１０Ａの実線参照）
と、Ａ３ＳＥＦの理想的なシートＳ′（図１０Ａの１点鎖線参照）との寸法に誤差が有る
場合、シートＳの前端および後端を入れ替える図１０のシート反転方法では、１面目の画
像記録領域Ｓ１と２面目の画像記録領域Ｓ２とは、シート搬送方向に位置ずれする。
  なお、前記図１０の説明では、円筒状の像担持体ＰＲ表面に形成されたトナー像をシー
トに転写する場合について説明したが、中間転写ベルトのバックアップロールが当接する
側面と反対側面に形成されたトナー像を、前記バックアップロールに対向配置される２次
転写ロールによりシートに転写する場合や、インクジェット記録ヘッドによりシートに画
像を記録する場合についても、同様のことが言える。
【００１９】
  図１１は実際の画像記録装置を使用し、画像記録位置を通過するシートの搬送方向前端
縁の向きが一定となるように且つシートの前後端を入れ替えるようにシートを反転してシ
ート両面に画像記録する場合の従来技術の説明図であり、図１１Ａは給紙トレイに収容さ
れているシートを示す図、図１１Ｂは給紙トレイから取り出したシートを搬送する途中の
状態を示す図、図１１Ｃはレジローラでシートを一旦停止させてシート前端縁の向きをレ
ジローラ軸方向に揃えてからレジローラ軸方向に移動させる状態を示す図、図１１Ｄはシ
ートの１面目にトナー像が転写されながら転写領域（シートへの画像記録位置）を通過す
るシートの状態を示す図、図１１Ｅは１面目のトナー像が転写されたシートが定着領域を
通過する状態を示す図、図１１Ｆは１面目のトナー像が転写、定着されたシートをシート
搬送方向の前後端が入れ代わるように反転させた状態を示す図、図１１Ｇは反転したシー
トをレジローラで一旦停止させてシート前端縁の向きをレジローラ軸方向に揃えてからレ
ジローラ軸方向に移動させる状態を示す図、図１１Ｈは前記反転シートが２面目にトナー
像を転写されながら転写領域（シートへの画像記録位置）を通過する状態を示す図、図１
１Ｉはシートの両面にトナー像が転写された状態を示す図である。
【００２０】
  給紙トレイに収容されたシートを示す図１１Ａにおいて、図１０と同様のシートＳ’が
給紙トレイに収容されている。
  前記Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）は図１１Ａに示す位置（給紙トレイに収
容されている位置）から取り出されて搬送される際、図１１Ｂのように傾斜して搬送され
る場合が多い。
【００２１】
  前記Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）は、図１１ＣのレジローラＲｒにシート
前端が当接した状態で一旦停止されてシート前端が図１１Ｃの２点鎖線で示すようにレジ
ローラＲｒの軸方向に揃えられる（シート前端縁の傾斜であるスキューが補正される）。
図１１Ｃの２点鎖線で示す状態のシートＳを下流側に搬送するレジローラＲｒは、その軸
方向に移動可能に構成されている。前記レジローラＲｒは、前記図１１Ｃの２点鎖線で示
したシートＳを下流側のリードレジセンサＳＮ１に搬送する際に、シート幅方向（レジロ
ーラＲｒの軸方向）に移動して前記シートＳを２点鎖線の位置から、シート一端縁がサイ
ドレジセンサＳＮ２に検出される位置（実線で示す位置）までシート幅方向に搬送する。
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【００２２】
  図１１Ｃに実線で示す前記シートＳは、前記シートＳの一端縁が前記サイドレジセンサ
ＳＮ２で検出される状態で、シート幅方向の位置を制御されながら搬送される。そしてシ
ートＳの先端がリードレジセンサＳＮ１の位置（リードレジ位置）に到達する。すなわち
、シートＳの先端がリードレジセンサＳＮ１の位置（リードレジ位置）に到達した時点で
は、シートＳの一端縁は前記サイドレジセンサＳＮ２により検出されている。
【００２３】
  シートＳの先端がリードレジセンサＳＮ１の位置（リードレジ位置）に到達した後は、
レジローラＲｒはシート幅方向には移動せずシートＳ搬送のための回転のみが行われる。
前記シート幅方向には移動せずに前記シート搬送のための回転のみを行うレジローラＲｒ
により搬送されるシートＳは、シートＳの前端が傾斜している場合には傾斜した状態（姿
勢）で、搬送方向下流側に搬送される。
  前記傾斜した状態でレジローラＲｒにより搬送されるシートＳは、１面目のトナー像が
形成されたロール状の像担持体ＰＲ（図１１Ｄ参照）とその下側面に圧接する転写ローラ
（図示せず）との、圧接領域である転写領域Ｑ４に搬送される。
【００２４】
  図１１Ｄにおいて、前記傾斜したシートＳが転写領域Ｑ４を通過する際に、シートＳの
１面目の設定画像記録幅Ｓ１ａを有する画像記録領域Ｓ１の範囲内に１面目の画像が記録
される。なお、図１１Ｄには実際のシートＳを実線で示し、理想的なシートＳ′を１点鎖
線で示している。図１１Ｄの傾斜した状態で搬送されるシートＳの１面目の画像記録領域
Ｓ１の前端は前記転写領域Ｑ４に平行であり、画像記録領域Ｓ１のシート幅方向の両端は
前記転写領域Ｑ４に垂直である。
【００２５】
  図１１Ｅにおいて、シートＳの前端縁から画像記録領域Ｓ１までの距離はｅ１であり、
距離ｅ１は設定された値である。Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）のサイズが理
想的なシートサイズである場合には、図１１ＥのシートＳの後端縁と画像記録領域Ｓ１と
の距離ｅ１′はｅ１′＝ｅ１となるように設定されている。しかし、この図１１ＥのＡ３
ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）は、理想的なシートＳ′（１点鎖線参照）のシート
搬送方向の長さよりも長いため、図１１ＥのシートＳの後端縁と画像記録領域Ｓ１との距
離ｅ１′は、前記ｅ１よりも長くなっている。すなわち、ｅ１′＞ｅ１となっている。
  また、図１１Ｅから分かるように実際のシートＳのシート幅は理想的なシートＳ′のシ
ート幅よりも大きいので、シートＳの一端縁と１面目の画像記録領域Ｓ１との距離ｄ１に
比較して、シートＳの他端縁と１面目の画像記録領域Ｓ１との距離ｄ１′は大きくなって
いる。
【００２６】
  図１１Ｅにおいて、前記シートＳの１面目に転写されたトナー像（画像）は、定着装置
の加熱ロールＦｈおよびその下側に圧接する加圧ロール（図示せず）の圧接領域である定
着領域を通過する際に加熱定着される。
  図１１Ｅの加熱ロールＦｈにより加熱定着されたシートＳは、シート搬送方向の前端縁
および後端縁が入れ代わるように反転されて、図１１Ｆの状態となる。図１１Ｆの状態で
はシートＳの１面目の画像領域Ｓ１は下側に配置されており、点線で示されている。
  前記図１１Ｆに示すシート（１面目の画像記録済のシート）Ｓは、図１１Ｇのレジロー
ラＲｒに搬送される。
【００２７】
  図１１Ｇにおいて、レジローラＲｒに搬送されたシートＳ（２点鎖線参照）は、その前
端がレジローラＲｒに当接した状態で一旦停止されて、シート前端の向きがレジローラＲ
ｒの軸方向に揃えられる（シート前端縁の傾斜であるスキューが補正される）。図１１Ｇ
の２点鎖線で示す状態のシートＳを下流側に搬送するレジローラＲｒは、前記図１１Ｇの
２点鎖線で示したシートＳを下流側のリードレジセンサＳＮ１に搬送する際に、シート幅
方向（レジローラＲｒの軸方向）に移動して前記シートＳを２点鎖線の位置から、シート
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一端縁がサイドレジセンサＳＮ２に検出される位置（実線で示す位置）までシート幅方向
に搬送する。
  図１１Ｇに実線で示す前記シートＳは、前記シートＳの幅方向の一端縁が前記サイドレ
ジセンサＳＮ２で検出される状態で、シート幅方向の位置を制御されながら搬送される。
そしてシートＳの先端がリードレジセンサＳＮ１の位置（リードレジ位置）に到達する。
すなわち、シートＳの先端がリードレジセンサＳＮ１の位置（リードレジ位置）に到達し
た時点では、シートＳの一端縁は前記サイドレジセンサＳＮ２により検出されている。
【００２８】
  シートＳの先端がリードレジセンサＳＮ１の位置（リードレジ位置）に到達した後は、
レジローラＲｒはシート幅方向には移動せずシートＳ搬送のための回転のみが行われる。
前記シート幅方向には移動せずに前記シート搬送のための回転のみを行うレジローラＲｒ
により搬送されるシートＳは、シートＳの前端が傾斜している場合には傾斜した状態（姿
勢）で、搬送方向下流側に搬送される。
  前記傾斜した状態でレジローラＲｒにより搬送されるシートＳは、２面目のトナー像が
形成されたロール状の像担持体ＰＲ（図１１Ｈ参照）とその下側面に圧接する転写ローラ
（図示せず）との、圧接領域である転写領域Ｑ４に搬送される。
【００２９】
  図１１Ｈにおいて、前記傾斜したシートＳが転写領域Ｑ４を通過する際に、シートＳの
２面目の設定画像記録幅Ｓ２ａを有する画像記録領域Ｓ２の範囲内に２面目の画像が記録
される。図１１Ｈの傾斜した状態で搬送されるシートＳの２面目の画像記録領域Ｓ２の前
端は前記転写領域Ｑ４に平行であり、画像記録領域Ｓ２のシート幅方向の両端は前記転写
領域Ｑ４に垂直である。
  ２面目の画像が記録されたシートＳは前記図１１Ｅで説明したように加熱定着される。
【００３０】
  前記２面目の画像が記録されたシートＳを示す図１１Ｉにおいて、シートＳの前端縁か
ら２面目の画像記録領域Ｓ２までの距離はｅ２であり、距離ｅ２はｅ２＝ｅ１に設定され
ている値である。Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）のサイズが理想的なシートサ
イズである場合には、図１１ＩのシートＳの後端縁と２面目の画像記録領域Ｓ２との距離
もｅ２となるように設定されている。しかし、この図１１ＩのＡ３ＳＥＦの実際のシート
Ｓ（実線参照）は、理想的なシートＳ′（図１１Ａの１点鎖線参照）のシート搬送方向の
長さよりも長いため、図１１ＩのシートＳの後端縁と２面目の画像記録領域Ｓ２との距離
ｅ２′は、ｅ２′＞ｅ２となっている。
  また、前記図１１Ａ、図１１Ｅで説明したように実際のシートＳのシート幅は理想的な
シートＳ′のシート幅よりも大きいので、シートＳの一端縁と２面目の画像記録領域Ｓ２
との距離ｄ２に比較して、シートＳの他端縁と２面目の画像記録領域Ｓ２との距離ｄ２′
は大きくなっている。
【００３１】
  図１１Ｉにおいて、シートＳの前端縁から画像記録領域Ｓ２までの距離はｅ２であり、
ｅ２＝ｅ１に設定されている。Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）のサイズが理想
的なシートサイズである場合には、図１１ＩのシートＳの後端縁と画像記録領域Ｓ２との
距離ｅ２′はｅ２′（＝ｅ２＝ｅ１）となるように設定されている。しかし、この図１１
ＩのＡ３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）は、理想的なシートＳ′（前記図１１Ａ、
図１１Ｅの１点鎖線参照）のシート長（シート搬送方向の長さ）よりも長いため、図１１
ＩのシートＳの後端縁と画像記録領域Ｓ２との距離ｅ２′は、ｅ２′＞ｅ２となっている
。また、前述したように、ｅ１′＞ｅ１となっている。
  なお、図１１Ｉにおいてｅ１′，ｅ１の位置は、ｅ２，ｅ２′の位置から下方にずれた
位置に図示されているが、実際は図１１Ｆから分かるようにｅ１′（図１１Ｆ参照）はｅ
２（図１１Ｉ参照）と重なり、ｅ１（図１１Ｆ参照）はｅ２′（図１１Ｉ参照）と重なっ
ている。
  したがって、図１１Ｉに示すように、Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳの１面目と２面目の
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画像記録領域Ｓ１，Ｓ２は、シート面に垂直な方向から見て、シート搬送方向では一致せ
ず、位置ずれしている。
  また、図１１に示すように、シートＳが長方形ではなく、シート前端縁が傾斜している
場合、Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳの１面目と２面目の画像記録領域Ｓ１，Ｓ２は、シー
ト面に垂直な方向から見て、互いに交差するように傾斜している。
【００３２】
  前記図１１の説明から分かるように、図１１の場合（画像記録位置においてシートの搬
送方向前端縁の方向が一定となるように且つシートの前後端を入れ替えるようにシートを
反転してシート両面に画像記録する場合）、シートの両面の画像記録領域Ｓ１，Ｓ２は、
シート面に垂直な方向から見て一致しない。
  なお、前記図１１の説明では、円筒状の像担持体ＰＲ表面に形成されたトナー像をシー
トに転写する場合について説明したが、中間転写ベルトのバックアップロールが当接する
側面と反対側面に形成されたトナー像を、前記バックアップロールに対向配置される２次
転写ロールによりシートに転写する場合や、インクジェット記録ヘッドによりシートに画
像を記録する場合についても、同様のことが言える。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００３３】
  前記図９～図１１の説明から分かるように、シートの側端を基準にしてシート位置を調
節する側端基準方式（図１０の場合）や、シートの前端を基準にしてシート位置を調節す
る前端基準方式（図１１の場合）と、従来のシートの前後端を交換して反転させるシート
反転方式では、実際のシートサイズのバラツキや形状のバラツキ（直角度のバラツキ）等
により、シートの表裏の画像記録領域の位置合わせが困難であった。
　本発明は、前述の事情に鑑み、次の記載内容（Ｏ01）を課題とする。
（Ｏ01）シートの両面に画像を記録する場合のシートの１面目の画像記録領域と２面目の
画像記録領域とを、シート面に垂直な方向から見て重なるようにすること。
【課題を解決するための手段】
【００３４】
　次に、前記課題を解決した本発明を説明するが、本発明の要素には、後述の実施例の要
素との対応を容易にするため、実施例の要素の符号をカッコで囲んだものを付記する。ま
た、本発明を後述の実施例の符号と対応させて説明する理由は、本発明の理解を容易にす
るためであり、本発明の範囲を実施例に限定するためではない。
【００３５】
（本発明）
　前記課題を解決するために、本発明の画像形成装置は、次の構成要件（Ａ01）～（Ａ05
）を備えたことを特徴とする。
（Ａ01）給紙トレイ（ＴＲ１～ＴＲ３）に収容されたシート（Ｓ）をレジローラ（Ｒｒ）
に搬送する給紙用シート搬送装置（ＳＨ１＋Ｒｐ＋Ｒｓ＋Ｒａ）と、搬送されたシート前
端部を一旦停止させてシート前端部にループを形成させてから、画像記録位置（Ｑ４）に
シート（Ｓ）を搬送する前記レジローラ（Ｒｒ）と、１面目に画像記録されたシート（Ｓ
）を通常のシート搬送方向と直角方向に搬送して反転させるシート反転路（ＳＨ３）とを
有し、シート（Ｓ）の両面に画像記録を行う場合に、前記シート反転路（ＳＨ３）で反転
したシート（Ｓ）を前記レジローラ（Ｒｒ）に再送するシート搬送装置（ＳＨ）、
（Ａ02）前記画像記録位置（Ｑ４）を通過する前記シート（Ｓ）上のシート幅方向に設定
された設定画像記録幅（Ｓ１ａ，Ｓ２ａ）およびシート搬送方向に設定された設定画像記
録長さ（Ｓ１ｂ，Ｓ２ｂ）を有する設定画像領域（Ｓ１，Ｓ２）内に画像を記録する画像
記録装置（ＵＹ～ＵＫ＋ＢＭ＋Ｔ２）、
（Ａ03）前記レジローラ（Ｒｒ）と前記画像記録位置（Ｑ４）との間に配置され前記シー
ト（Ｓ）の１面目に画像記録する際に前記シート（Ｓ）の幅方向の両端縁の中の一端縁の
位置を検出する１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）と、前記シート（Ｓ）の２面目に画像
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記録する際に反転した前記シート（Ｓ）の幅方向の前記一端縁と同一の端縁の位置を検出
する２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）とを有するサイドレジセンサ（ＳＮ２＋ＳＮ３）
、
（Ａ04）前記シート（Ｓ）の１面目の画像記録時の前記一端縁の位置である１面目サイド
レジ位置を前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）の検出信号に応じて検出する１面目サ
イドレジ位置検出手段と、反転した前記シート（Ｓ）の２面目の画像記録時の前記一端縁
と同一端縁の位置である２面目サイドレジ位置を前記２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）
の検出信号に応じて検出する２面目サイドレジ位置検出手段とを有するサイドレジ位置検
出手段、
（Ａ05）前記シート（Ｓ）の１面目の画像記録時に前記１面目サイドレジ位置からシート
（Ｓ）の中央側に１面目設定距離ｄ１だけ離れた位置の前記設定画像領域（Ｓ１）に１面
目の画像を記録するとともに、前記シート（Ｓ）の２面目の画像記録時に前記２面目サイ
ドレジ位置からシート（Ｓ）の中央側に前記１面目設定距離ｄ１と等しい２面目設定距離
ｄ２だけ離れた位置の前記設定画像領域（Ｓ２）に２面目の画像を記録する前記画像記録
装置（ＵＹ～ＵＫ＋ＢＭ＋Ｔ２）。
【００３６】
（本発明の作用）
　前記構成要件を備えた本発明の画像形成装置では、シート搬送装置（ＳＨ）の給紙用シ
ート搬送装置（ＳＨ１＋Ｒｐ＋Ｒｓ＋Ｒａ）は、給紙トレイ（ＴＲ１～ＴＲ３）に収容さ
れたシート（Ｓ）をレジローラに搬送する。レジローラ（Ｒｒ）は、前記リードレジ位置
に搬送されたシート前端部を一旦停止させてシート前端部にループを形成させてから、画
像記録位置（転写位置）（Ｑ４）にシート（Ｓ）を搬送する。
  画像記録装置（ＵＹ～ＵＫ＋ＢＭ＋Ｔ２）は、前記画像記録位置（Ｑ４）を通過する前
記シート（Ｓ）上のシート幅方向に設定された設定画像記録幅（Ｓ１ａ，Ｓ２ａ）および
シート搬送方向に設定された設定画像記録長さ（Ｓ１ｂ，Ｓ２ｂ）を有する設定画像領域
（Ｓ１，Ｓ２）内に画像を記録する。
  シート搬送装置（ＳＨ）は、１面目に画像記録されたシート（Ｓ）を通常のシート搬送
方向と直角方向に搬送して反転させるシート反転路（ＳＨ３）を有し、シート（Ｓ）の両
面に画像記録を行う場合に、前記シート反転路（ＳＨ３）で反転したシート（Ｓ）を前記
レジローラ（Ｒｒ）に再送する。前記シート反転路（ＳＨ３）で反転したシート（Ｓ）は
シート幅方向の両端縁の位置が交換される（入れ代わる）。
  サイドレジセンサ（ＳＮ２＋ＳＮ３）は、前記レジローラ（Ｒｒ）と前記画像記録位置
（Ｑ４）との間に配置された１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）および２面目サイドレジ
センサ（ＳＮ３）を有しており、前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）は、前記シート
（Ｓ）の１面目に画像記録する際の前記シート（Ｓ）の幅方向の両端縁の中の一端縁の位
置を検出する。前記２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）は、前記シート（Ｓ）の２面目に
画像記録する際の反転した前記シート（Ｓ）の幅方向の前記一端縁と同一の端縁の位置を
検出する。
  サイドレジ位置検出手段は、１面目サイドレジ位置検出手段および２面目サイドレジ位
置検出手段を有しており、前記１面目サイドレジ位置検出手段は、前記シート（Ｓ）の１
面目の画像記録時の前記一端縁の位置である１面目サイドレジ位置を前記１面目サイドレ
ジセンサ（ＳＮ２）の検出信号に応じて検出する。２面目サイドレジ位置検出手段は、前
記シート（Ｓ）の２面目の画像記録時の前記一端縁と同一端縁の位置である２面目サイド
レジ位置を前記２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）の検出信号に応じて検出する。
  前記画像記録装置（ＵＹ～ＵＫ＋ＢＭ＋Ｔ２）は、前記シート（Ｓ）の１面目の画像記
録時に前記１面目サイドレジ位置（１面目の画像記録時のシート（Ｓ）の一端縁の位置）
からシート（Ｓ）の中央側に１面目設定距離ｄ１だけ離れた位置の前記設定画像領域（Ｓ
１）に１面目の画像を記録するとともに、前記シート（Ｓ）の２面目の画像記録時に前記
２面目サイドレジ位置（２面目の画像記録時の前記一端縁と同一端縁の位置）からシート
（Ｓ）の中央側に前記１面目設定距離ｄ１と等しい２面目設定距離ｄ２だけ離れた位置の
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前記設定画像領域（Ｓ２）に２面目の画像を記録する。
【００３７】
  したがって、前記シート（Ｓ）上の１面目の設定画像領域（Ｓ１）と、２面目の設定画
像領域（Ｓ２）とは、シート（Ｓ）のシート幅方向の同一の端縁からシート（Ｓ）の中央
側に前記設定距離（ｄ１，ｄ２、但し、ｄ１＝ｄ２）だけ離れた位置に配置される。この
ため、シート（Ｓ）の紙面に垂直な方向から見た場合に、１面目の設定画像領域（Ｓ１）
と、２面目の設定画像領域（Ｓ２）とはシート幅方向で重なる位置に配置される。
  また、シート（Ｓ）は、通常のシート搬送方向と直角方向に搬送して、シート（Ｓ）の
幅方向の両端縁が交換される（入れ代わる）ように反転するので、１面目および２面目の
画像記録時に、１面目画像記録領域（Ｓ１）の前端とシート前端との距離ｅ１と、２面目
画像記録領域（Ｓ２）の前端とシート前端との距離ｅ２とを同一の値にする（ｅ２＝ｅ１
にする）ことが容易である。したがって、１面目の設定画像領域（Ｓ１）と２面目の設定
画像領域（Ｓ２）とはシート搬送方向で、シート前端から同じ位置に形成するすることが
できるので、シート（Ｓ）の紙面に垂直な方向から見た場合に、１面目の設定画像領域（
Ｓ１）と、２面目の設定画像領域（Ｓ２）とはシート搬送方向で重なる位置に配置するこ
とができる。
  したがって、例えば、前記１面目および２面目の設定画像領域（Ｓ２）の外周縁に沿っ
た枠を画像として記録する場合、シート（Ｓ）の紙面に垂直な方向から見た場合に、１面
目の枠画像と２面目の枠画像とが重なった位置に形成することができる。
【００３８】
（本発明の形態１）
　本発明の形態１の画像形成装置は、前記本発明の画像形成装置において次の構成要件（
Ａ06）を備えることが可能である。
（Ａ06）前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）の配置位置とシート幅方向で同一位置に
設定された前記１面目サイドレジ位置を前記シート（Ｓ）の一端縁が通過するように、前
記１面目の画像記録時のシート（Ｓ）を搬送する前記シート搬送装置（ＳＨ）。
（本発明の形態１の作用）
  前記構成要件（Ａ06）を備えた本発明の形態１の画像形成装置では、前記シート搬送装
置（ＳＨ）は、前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）の配置位置とシート幅方向で同一
位置に設定された前記１面目サイドレジ位置を前記シート（Ｓ）の一端縁が通過するよう
に、前記１面目の画像記録時のシート（Ｓ）を搬送する。
  この場合、前記シート（Ｓ）の１面目の画像記録時に前記１面目サイドレジ位置からシ
ート（Ｓ）の中央側に１面目設定距離ｄ１だけ離れた前記設定画像領域（Ｓ１）は、前記
１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）の位置からシート（Ｓ）の中央側に前記１面目設定距
離ｄ１だけ離れた位置に配置される。
  したがって、前記画像記録装置（ＵＹ～ＵＫ＋ＢＭ＋Ｔ２）は、前記シート（Ｓ）の１
面目の画像記録時に前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）からシート（Ｓ）の中央側に
１面目設定距離ｄ１だけ離れた位置に前記設定画像領域（Ｓ１）が配置されるように１面
目の画像を記録することになる。
【００３９】
（本発明の形態２）
　本発明の形態２の画像形成装置は、前記本発明の画像形成装置において次の構成要件（
Ａ07）を備えたことを特徴とする。
（Ａ07）前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）の配置位置からシート幅方向に距離ｄ０
だけ離れた位置に設定された前記１面目サイドレジ位置を前記シート（Ｓ）の一端縁が通
過するように、前記１面目の画像記録時のシート（Ｓ）を搬送する前記シート搬送装置（
ＳＨ）。
（本発明の形態２の作用）
  前記構成要件（Ａ07）を備えた本発明の形態２の画像形成装置では、前記シート搬送装
置（ＳＨ）は、前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）の配置位置からシート幅方向に距
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離ｄ０だけ離れた位置に設定された前記１面目サイドレジ位置を前記シート（Ｓ）の一端
縁が通過するように、前記１面目の画像記録時のシート（Ｓ）を搬送する。
  この場合、前記シート（Ｓ）の１面目の画像記録時に前記１面目サイドレジ位置からシ
ート（Ｓ）の中央側に１面目設定距離ｄ１だけ離れた前記設定画像領域（Ｓ１）は、前記
１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）の位置からシート（Ｓ）の中央側に距離（ｄ０＋ｄ１
）だけ離れた位置に配置される。
  したがって、前記画像記録装置（ＵＹ～ＵＫ＋ＢＭ＋Ｔ２）は、前記シート（Ｓ）の１
面目の画像記録時に前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）からシート（Ｓ）の中央側に
距離（ｄ０＋ｄ１）だけ離れた位置に前記設定画像領域（Ｓ１）が配置されるように１面
目の画像を記録することになる。
【００４０】
（本発明の形態３）
　本発明の形態３の画像形成装置は、前記本発明または本発明の形態１もしくは２の画像
形成装置において次の構成要件（Ａ08）を備えたことを特徴とする。
（Ａ08）前記２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）の配置位置とシート幅方向で同一位置に
設定された前記２面目サイドレジ位置を前記シート（Ｓ）の一端縁が通過するように、前
記２面目の画像記録時のシート（Ｓ）を搬送する前記シート搬送装置（ＳＨ）。
（本発明の形態３の作用）
  前記構成要件（Ａ08）を備えた本発明の形態３の画像形成装置では、前記シート搬送装
置（ＳＨ）は、前記２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）の配置位置とシート幅方向で同一
位置に設定された前記２面目サイドレジ位置を前記シート（Ｓ）の一端縁が通過するよう
に、前記２面目の画像記録時のシート（Ｓ）を搬送する。
  この場合、前記シート（Ｓ）の２面目の画像記録時に前記２面目サイドレジ位置からシ
ート（Ｓ）の中央側に２面目設定距離ｄ２だけ離れた前記設定画像領域（Ｓ２）は、前記
２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）の位置からシート（Ｓ）の中央側に前記２面目設定距
離ｄ２だけ離れた位置に配置される。
  したがって、前記画像記録装置（ＵＹ～ＵＫ＋ＢＭ＋Ｔ２）は、前記シート（Ｓ）の２
面目の画像記録時に前記２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）からシート（Ｓ）の中央側に
２面目設定距離ｄ２だけ離れた位置に前記設定画像領域（Ｓ２）が配置されるように２面
目の画像を記録することになる。
  前記２面目設定距離ｄ２を、前記１面目設定距離ｄ１に対して、ｄ２＝ｄ１に設定する
ことにより、２面目設定画像領域（Ｓ２）と１面目の設定画像領域（Ｓ１）とをシート面
に垂直な方向から見てシート幅方向に重ねることができる。
【００４１】
（本発明の形態４）
　本発明の形態４の画像形成装置は、前記本発明または本発明の形態１もしくは２の画像
形成装置において次の構成要件（Ａ09）を備えたことを特徴とする。
（Ａ09）前記２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）の配置位置からシート幅方向に距離ｄ０
だけ離れた位置に設定された前記２面目サイドレジ位置を前記シート（Ｓ）の一端縁が通
過するように、前記２面目の画像記録時のシート（Ｓ）を搬送する前記シート搬送装置（
ＳＨ）。
（本発明の形態４の作用）
  前記構成要件（Ａ09）を備えた本発明の形態４の画像形成装置では、前記シート搬送装
置（ＳＨ）は、前記２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）の配置位置からシート幅方向に距
離ｄ０だけ離れた位置に設定された前記２面目サイドレジ位置を前記シート（Ｓ）の一端
縁が通過するように、前記２面目の画像記録時のシート（Ｓ）を搬送する。
  この場合、前記シート（Ｓ）の２面目の画像記録時に前記１面目サイドレジ位置からシ
ート（Ｓ）の中央側に２面目設定距離ｄ２だけ離れた前記設定画像領域（Ｓ２）は、前記
２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）の位置からシート（Ｓ）の中央側に距離（ｄ０＋ｄ２
）だけ離れた位置に配置される。
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  したがって、前記画像記録装置（ＵＹ～ＵＫ＋ＢＭ＋Ｔ２）は、前記シート（Ｓ）の２
面目の画像記録時に前記２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）からシート（Ｓ）の中央側に
距離（ｄ０＋ｄ２）だけ離れた位置に前記設定画像領域（Ｓ２）が配置されるように２面
目の画像を記録することになる。
  前記２面目設定距離ｄ２を、前記１面目設定距離ｄ１に対して、ｄ２＝ｄ１に設定する
ことにより、２面目設定画像領域（Ｓ２）と１面目の設定画像領域（Ｓ１）とをシート面
に垂直な方向から見てシート（Ｓ）幅方向に重ねることができる。
【００４２】
（本発明の形態５）
　本発明の形態５の画像形成装置は、前記本発明または本発明の形態１もしくは４のいず
れかの画像形成装置において次の構成要件（Ａ010），（Ａ011）を備えたことを特徴とす
る。
（Ａ010）前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）および２面目サイドレジセンサ（ＳＮ
３）により前記シート（Ｓ）の一端縁が検出されるように前記シート（Ｓ）をシート幅方
向に搬送するシート幅方向搬送部材、
（Ａ011）前記シート幅方向搬送部材の作動を制御して、前記シート（Ｓ）の１面目の前
記設定画像領域（Ｓ１）と２面目の前記設定画像領域（Ｓ２）とが紙面に垂直な方向から
見て一致するように、前記シート（Ｓ）のシート幅方向の位置を制御するシート幅方向位
置制御手段。
（本発明の形態５の作用）
  前記構成要件（Ａ010），（Ａ011）を備えた本発明の形態５の画像形成装置では、シー
ト幅方向搬送部材は、前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）および２面目サイドレジセ
ンサ（ＳＮ３）により前記シート（Ｓ）の一端縁が検出されるように前記シート（Ｓ）を
シート幅方向に搬送する。
  シート幅方向位置制御手段は、前記シート幅方向搬送部材の作動を制御して、前記シー
ト（Ｓ）の１面目の前記設定画像領域（Ｓ１）と２面目の前記設定画像領域（Ｓ２）とが
紙面に垂直な方向から見て一致するように、前記シート（Ｓ）のシート幅方向の位置を制
御する。
【００４３】
（本発明の形態６）
　本発明の形態６の画像形成装置は、前記本発明の形態５の画像形成装置において次の構
成要件（Ａ010′），（Ａ011′）を備えたことを特徴とする。
（Ａ010′）前記画像記録位置（Ｑ４）でのシート（Ｓ）の幅方向の位置を調節するため
にシート搬送中の前記レジローラ（Ｒｒ）をシート幅方向に移動させるレジローラ移動装
置により構成された前記シート幅方向搬送部材、
（Ａ011′）シート（Ｓ）の１面目の設定画像領域（Ｓ１）と２面目の設定画像領域（Ｓ
２）とが紙面に垂直な方向から見て一致するように、前記レジローラ（Ｒｒ）をシート幅
方向に移動させて前記画像記録位置（Ｑ４）でのシート（Ｓ）の幅方向の位置を調節する
レジローラ移動制御手段により構成された前記シート幅方向位置制御手段。
（本発明の形態６の作用）
  前記構成要件（Ａ010′），（Ａ011′）を備えた本発明の形態６の画像形成装置では、
レジローラ移動装置により構成された前記シート幅方向搬送部材は、前記画像記録位置（
Ｑ４）でのシート（Ｓ）の幅方向の位置を調節するためにシート搬送中の前記レジローラ
（Ｒｒ）をシート幅方向に移動させる。
  レジローラ移動制御手段により構成された前記シート幅方向位置制御手段は、シート（
Ｓ）の１面目の設定画像領域（Ｓ１）と２面目の設定画像領域（Ｓ２）とが紙面に垂直な
方向から見て一致するように、前記レジローラ（Ｒｒ）をシート幅方向に移動させて前記
画像記録位置（Ｑ４）でのシート（Ｓ）の幅方向の位置を調節する。
【００４４】
（本発明の形態７）
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　本発明の形態７の画像形成装置は、前記本発明または本発明の形態１もしくは４のいず
れかの画像形成装置において次の構成要件（Ａ012）を備えたことを特徴とする。
（Ａ012）シート（Ｓ）の１面目の設定画像領域（Ｓ１）と２面目の設定画像領域（Ｓ２
）とが紙面に垂直な方向から見て一致するように、前記１面目のシート幅方向の設定画像
領域記録位置に対して、前記２面目のシート幅方向の設定画像領域記録位置を前記シート
幅方向にシフトする前記画像記録装置（ＵＹ～ＵＫ＋ＢＭ＋Ｔ２）。
（本発明の形態７の作用）
　前記構成要件（Ａ012）を備えた本発明の形態７の画像形成装置では、画像記録装置（
ＵＹ～ＵＫ＋ＢＭ＋Ｔ２）は、シート（Ｓ）の１面目の設定画像領域（Ｓ１）と２面目の
設定画像領域（Ｓ２）とが紙面に垂直な方向から見て一致するように、前記１面目のシー
ト幅方向の設定画像領域（Ｓ１）の記録位置に対して、前記２面目のシート幅方向の設定
画像領域（Ｓ２）の記録位置を前記シート幅方向にシフトする。
【００４５】
（本発明の形態８）
　本発明の形態８の画像形成装置は、前記本発明または本発明の形態１もしくは７のいず
れかの画像形成装置において次の構成要件（Ａ013）～（Ａ015）を備えたことを特徴とす
る。
（Ａ013）前記画像記録に使用する定型サイズのシート（Ｓ）のシート幅を記憶する定型
サイズシート幅記憶手段、
（Ａ014）前記画像記録に使用するシート（Ｓ）が定型サイズシート（Ｓ）である場合に
前記使用するシート（Ｓ）の定型サイズを検出する使用シート定型サイズ検出手段、
（Ａ015）前記使用する定型サイズのシート幅以上前記シート幅方向に離れて配置された
前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）および２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）。
【００４６】
（本発明の形態８の作用）
　前記構成要件（Ａ013）～（Ａ015）を備えた本発明の形態８の画像形成装置では、定型
サイズシート幅記憶手段は、前記画像記録に使用する定型サイズのシート（Ｓ）のシート
幅を記憶する。
  使用シート定型サイズ検出手段は、前記画像記録に使用するシート（Ｓ）が定型サイズ
シート（Ｓ）である場合に前記使用するシート（Ｓ）の定型サイズを検出する。
  前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）および２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）は、
前記使用する定型サイズのシート幅以上前記シート幅方向に離れて配置される。この場合
、前記使用する定型サイズのシート幅は、前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）および
２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）間の距離以下である。したがって、前記シート（Ｓ）
を、前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）および２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）間
に配置した状態で搬送しながら前記シート（Ｓ）に１面目または２面目の画像を形成する
ことができる。この場合のシート（Ｓ）のシート幅方向の位置調節および画像記録が行わ
れる設定画像領域（Ｓ１，Ｓ２）のシート幅方向の位置調節は、前記１面目サイドレジセ
ンサ（ＳＮ２）と２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）との間で調節することができる。
【００４７】
（本発明の形態９）
　本発明の形態９の画像形成装置は、前記本発明または本発明の形態８の画像形成装置に
おいて次の構成要件（Ａ016）を備えたことを特徴とする。
（Ａ016）前記使用する定型サイズのシート幅だけ前記シート幅方向に離れて配置される
前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）および２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）。
（本発明の形態９の作用）
  前記構成要件（Ａ016）を備えた本発明の形態９の画像形成装置では、前記１面目サイ
ドレジセンサ（ＳＮ２）および２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）は、前記使用する定型
サイズのシート幅だけ前記シート幅方向に離れて配置される。
  この場合、１面目および２面目のシート搬送方法および設定画像領域（Ｓ１，Ｓ２）の
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シート幅方向の位置決めを次の（１），（２）のように行うことにより、１面目および２
面目の設定画像領域（Ｓ２）をシート幅方向に重なる位置に容易に配置することができる
。
（１）前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）の位置と画像記録位置（Ｑ４）における前
記１面目サイドレジ位置とがシート幅方向で同一位置となるようにシート（Ｓ）を搬送し
且つ前記シート（Ｓ）の１面目の画像記録時に前記１面目サイドレジ位置からシート（Ｓ
）の中央側に１面目設定距離ｄ１だけ離れた位置に前記設定画像領域（Ｓ１）が配置され
るように１面目の画像を記録する。
（２）前記２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）の位置と画像記録位置（Ｑ４）における前
記２面目サイドレジ位置とがシート幅方向で同一位置となるようにシート（Ｓ）を搬送し
且つ前記シート（Ｓ）の２面目の画像記録時に前記２面目サイドレジ位置からシート（Ｓ
）の中央側に２面目設定距離ｄ２だけ離れた位置に前記設定画像領域（Ｓ２）が配置され
るように２面目の画像を記録する。
【００４８】
（本発明の形態１０）
　本発明の形態１０の画像形成装置は、前記本発明または本発明の形態１ないし９のいず
れかの画像形成装置において次の構成要件（Ａ017）を備えたことを特徴とする。
（Ａ017）前記１面目サイドレジ位置と前記２面目サイドレジ位置との間で移動可能に配
置されるとともに、前記１面目サイドレジ位置に移動をした状態では前記１面目サイドレ
ジセンサ（ＳＮ２）として動作し、前記２面目サイドレジ位置に移動した状態では前記２
面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）として動作する１個の前記サイドレジセンサ。
（本発明の形態１０の作用）
  前記構成要件（Ａ017）を備えた本発明の形態１０の画像形成装置では、１個のサイド
レジセンサを、前記１面目サイドレジ位置と前記２面目サイドレジ位置との間で移動可能
に配置する。前記１個のサイドレジセンサは、前記１面目サイドレジ位置に移動をした状
態では前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）として動作し、前記２面目サイドレジ位置
に移動した状態では前記２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）として動作する。この場合、
使用するサイドレジセンサは１個であるが、前記１個のサイドレジセンサを使用すること
により、サイズの異なる種々のサイズのシート端縁を適切な位置で検出することができる
。また、使用するサイドレジセンサが１個なので、使用するサイドレジセンサの個数を少
なくすることができる。
【００４９】
（本発明の形態１１）
　本発明の形態１１の画像形成装置は、前記本発明または本発明の形態１ないし９のいず
れかの画像形成装置において次の構成要件（Ａ018）を備えたことを特徴とする。
（Ａ018）固定配置された１個の前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）および、使用す
る複数の定型サイズのシート幅に応じて複数位置に移動可能に配置された前記１面目サイ
ドレジセンサ（ＳＮ２）とは異なる１個の前記２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）。
（本発明の形態１１の作用）
  前記構成要件（Ａ018）を備えた本発明の形態１１の画像形成装置では、固定配置され
た１個の前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）および、使用する複数の定型サイズのシ
ート幅に応じて複数位置に移動可能に配置された前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）
とは異なる１個の前記２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）が使用される。この場合、使用
するサイドレジセンサは２個であるが、前記２個のサイドレジセンサを使用することによ
り、サイズの異なる種々のサイズのシート端縁を適切な位置で検出することができる。
【００５０】
（本発明の形態１２）
　本発明の形態１２の画像形成装置は、前記本発明または本発明の形態１ないし９のいず
れかの画像形成装置において次の構成要件（Ａ019）を備えることができる。
（Ａ019）固定配置された１個の前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）および、使用す
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る複数の定型サイズのシート幅に応じてそれぞれ固定配置された複数の前記２面目サイド
レジセンサ（ＳＮ３）。
（本発明の形態１２の作用）
  前記構成要件（Ａ019）を備えた本発明の形態１２の画像形成装置では、固定配置され
た１個の１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）と、使用する複数の定型サイズのシート幅に
応じてそれぞれ固定配置された複数の２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）とが使用される
。この場合、２面目のサイドレジセンサ（ＳＮ３）を移動させる機構を設ける必要がなく
なる。
【００５１】
（本発明の形態１３）
　本発明の形態１３の画像形成装置は、前記本発明または本発明の形態１ないし９のいず
れかの画像形成装置において次の構成要件（Ａ020）を備えたことを特徴とする。
（Ａ020）固定配置された１個の前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）および、使用す
る複数の定型サイズの全てのシート（Ｓ）の前記一端縁と同一端縁を検出可能に固定配置
された複数の受光素子を有する１個のラインセンサにより構成される前記２面目サイドレ
ジセンサ（ＳＮ３）。
（本発明の形態１３の作用）
  前記構成要件（Ａ020）を備えた本発明の形態１３の画像形成装置では、固定配置され
た１個の１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）と、使用する複数の定型サイズの全てのシー
ト（Ｓ）の前記一端縁と同一端縁を検出可能に固定配置された複数の受光素子を有する１
個のラインセンサにより構成される２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）とが使用される。
前記複数の受光素子を有する１個のラインセンサにより構成される２面目サイドレジセン
サ（ＳＮ３）は、使用する複数の定型サイズの全てのシート（Ｓ）の前記一端縁と同一端
縁を検出することができる。
【００５２】
（本発明の形態１４）
　本発明の形態１４の画像形成装置は、前記本発明または本発明の形態１ないし１３のい
ずれかの画像形成装置において次の構成要件（Ａ021）～（Ａ023）を備えたことを特徴と
する。
（Ａ021）前記画像記録位置（Ｑ４）に配置された回転する像担持体（Ｐｙ，Ｐｍ，Ｐｃ
，Ｐｋ）表面の幅方向の所定の設定画像記録幅（Ｓ１ａ，Ｓ１ｂ）にトナー像を形成する
トナー像形成装置（ＵＹ～ＵＫ）と、前記画像記録位置（Ｑ４）を通過するシート（Ｓ）
に、前記像担持体（Ｐｙ，Ｐｍ，Ｐｃ，Ｐｋ）表面に形成されたトナー像を転写する転写
装置（ＢＭ＋Ｔ２）とにより構成された前記画像記録装置（ＵＹ～ＵＫ＋ＢＭ＋Ｔ２）、
（Ａ022）互いに圧接する領域により定着領域（Ｑ５）を形成する一対の定着用回転部材
（Ｆｈ，Ｆｐ）を有し、前記定着領域（Ｑ５）を通過するシート（Ｓ）上のトナー像を加
熱定着する定着装置（Ｆ）、
（Ａ023）前記トナー像が転写されたシート（Ｓ）を前記定着領域（Ｑ５）に搬送する前
記シート搬送装置（ＳＨ）。
【００５３】
（本発明の形態１４の作用）
  前記構成要件（Ａ021）～（Ａ023）を備えた本発明の形態１４の画像形成装置では、前
記画像記録装置（ＵＹ～ＵＫ＋ＢＭ＋Ｔ２）のトナー像形成装置（ＵＹ～ＵＫ）は、前記
画像記録位置（Ｑ４）に配置された回転する像担持体（Ｐｙ，Ｐｍ，Ｐｃ，Ｐｋ）表面の
幅方向の所定の設定画像記録幅（Ｓ１ａ，Ｓ２ａ）にトナー像を形成する。転写装置（Ｂ
Ｍ＋Ｔ２）は、前記画像記録位置（Ｑ４）を通過するシート（Ｓ）に、前記像担持体（Ｐ
ｙ，Ｐｍ，Ｐｃ，Ｐｋ）表面に形成されたトナー像を転写する。
  互いに圧接する領域により定着領域（Ｑ５）を形成する一対の定着用回転部材（Ｆｈ，
Ｆｐ）を有する定着装置（Ｆ）は、前記定着領域（Ｑ５）を通過するシート（Ｓ）上のト
ナー像を加熱定着する。前記シート搬送装置（ＳＨ）は、前記トナー像が転写されたシー
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ト（Ｓ）を前記定着領域（Ｑ５）に搬送する。
  すなわち、本発明の形態１４の画像形成装置では、シート（Ｓ）の両面（１面目および
２面目）に転写されて定着されたトナー像を形成することができるとともに、１面目およ
び２面目の定着トナー像の画像記録領域（Ｓ１，Ｓ２）を、シート面に垂直な方向から見
て重なるようにすることができる。
【００５４】
（本発明の形態１５）
　本発明の形態１５の画像形成装置は、前記本発明または本発明の形態１ないし９のいず
れかの画像形成装置において次の構成要件（Ａ024）を備えたことを特徴とする。
（Ａ024）固定配置された複数の受光素子を有する１個のラインセンサにより構成された
前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）および、使用する複数の定型サイズの全てのシー
ト（Ｓ）の前記一端縁と同一端縁を検出可能に固定配置された複数の受光素子を有する１
個のラインセンサにより構成された前記２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）。
（本発明の形態１５の作用）
  前記構成要件（Ａ024）を備えた本発明の形態１５の画像形成装置では、固定配置され
た複数の受光素子を有する１個のラインセンサにより構成された１面目サイドレジセンサ
（ＳＮ２）と、使用する複数の定型サイズの全てのシート（Ｓ）の前記一端縁と同一端縁
を検出可能に固定配置された複数の受光素子を有する１個のラインセンサにより構成され
た２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）とが使用される。
  前記複数の受光素子を有する１個のラインセンサにより構成される１面目サイドレジセ
ンサ（ＳＮ２）は、使用するシート（Ｓ）の一端縁の位置を正確に検出することができる
。また、前記複数の受光素子を有する１個のラインセンサにより構成される２面目サイド
レジセンサ（ＳＮ３）は、使用する複数の定型サイズの全てのシート（Ｓ）の前記一端縁
と同一端縁の位置を正確に検出することができる。
【００５５】
（本発明の形態１６）
　本発明の形態１６の画像形成装置は、前記本発明または本発明の形態１ないし９のいず
れかの画像形成装置において次の構成要件（Ａ025）を備えたことを特徴とする。
（Ａ025）使用可能な定型サイズの最大シート幅以上離れて固定配置された２個のサイド
レジセンサ（ＳＮ２，ＳＮ３）により構成された前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）
および２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）。
（本発明の形態１６の作用）
  前記構成要件（Ａ025）を備えた本発明の形態１６の画像形成装置では、前記１面目サ
イドレジセンサ（ＳＮ２）および２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）を構成する２個のサ
イドレジセンサ（ＳＮ２，ＳＮ３）は、使用可能な定型サイズの最大シート幅以上離れて
固定配置される。この場合、前記使用する全てのシート（Ｓ）のシート幅は、前記１面目
サイドレジセンサ（ＳＮ２）および２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）間の距離以下であ
る。したがって、前記シート（Ｓ）を、前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）および２
面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）間に配置した状態で搬送しながら前記シート（Ｓ）に１
面目または２面目の画像を形成することができる。この場合のシート（Ｓ）のシート幅方
向の位置調節および画像記録が行われる設定画像領域（Ｓ１，Ｓ２）のシート幅方向の位
置調節は、前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）と２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）
との間で調節することができる。
【００５６】
（本発明の形態１７）
　本発明の形態１７の画像形成装置は、前記本発明または本発明の形態１ないし９のいず
れかの画像形成装置において次の構成要件（Ａ026）を備えたことを特徴とする。
（Ａ026）使用可能な定型サイズの最大シート幅だけ離れて固定配置された２個のサイド
レジセンサ（ＳＮ２，ＳＮ３）により構成された前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）
および２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）。



(19) JP 4385714 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

（本発明の形態１７の作用）
  前記構成要件（Ａ026）を備えた本発明の形態１７の画像形成装置では、前記１面目サ
イドレジセンサ（ＳＮ２）および２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）を構成する２個のサ
イドレジセンサは、使用可能な定型サイズの最大シート幅だけ離れて固定配置される。こ
の場合、前記使用する全てのシート（Ｓ）のシート幅は、前記１面目サイドレジセンサ（
ＳＮ２）および２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）間の距離以下である。したがって、前
記シート（Ｓ）を、前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）および２面目サイドレジセン
サ（ＳＮ３）間に配置した状態で搬送しながら前記シート（Ｓ）に１面目または２面目の
画像を形成することができる。この場合のシート（Ｓ）のシート幅方向の位置調節および
画像記録が行われる設定画像領域（Ｓ１，Ｓ２）のシート幅方向の位置調節は、前記１面
目サイドレジセンサ（ＳＮ２）と２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）との間で調節するこ
とができる。
【００５７】
  また、前記最大シート幅のシート（Ｓ）の両面に画像記録を行う場合には、１面目およ
び２面目のシート搬送方法および設定画像領域（Ｓ１，Ｓ２）のシート幅方向の位置決め
を次の（１），（２）のように行うことにより、１面目および２面目の設定画像領域（Ｓ
２）をシート幅方向に重なる位置に容易に配置することができる。
（１）前記１面目サイドレジセンサ（ＳＮ２）の位置と画像記録位置（Ｑ４）における前
記１面目サイドレジ位置とがシート幅方向で同一位置となるようにシート（Ｓ）を搬送し
且つ前記シート（Ｓ）の１面目の画像記録時に前記１面目サイドレジ位置からシート（Ｓ
）の中央側に１面目設定距離ｄ１だけ離れた位置に前記設定画像領域（Ｓ１）が配置され
るように１面目の画像を記録する。
（２）前記２面目サイドレジセンサ（ＳＮ３）の位置と画像記録位置（Ｑ４）における前
記２面目サイドレジ位置とがシート幅方向で同一位置となるようにシート（Ｓ）を搬送し
且つ前記シート（Ｓ）の２面目の画像記録時に前記２面目サイドレジ位置からシート（Ｓ
）の中央側に２面目設定距離ｄ２だけ離れた位置に前記設定画像領域（Ｓ２）が配置され
るように２面目の画像を記録する。
【発明の効果】
【００５８】
　前述の本発明の画像形成装置は、下記の効果（Ｅ01）を奏する。
（Ｅ01）シートの両面に画像を記録する場合のシートの１面目の画像記録領域と２面目の
画像記録領域とを、シート面に垂直な方向から見て重なるようにすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５９】
　次に図面を参照しながら、本発明の画像形成装置の実施の形態の具体例（実施例）を説
明するが、本発明は以下の実施例に限定されるものではない。
【実施例１】
【００６０】
　図１は本発明の画像形成装置の実施例１の説明図である。
　図１において、実施例１の画像形成装置（デジタル複写機）Ｕは、プリンタ（画像形成
装置本体）Ｕ１、イメージスキャナＵ２、自動原稿搬送装置Ｕ３を有している。
　前記自動原稿搬送装置Ｕ３は、イメージスキャナＵ２上面のプラテンガラスＰＧ上に支
持されている。
【００６１】
　前記自動原稿搬送装置Ｕ３は、複写しようとする複数の原稿Ｇｉが重ねて載置される原
稿給紙トレイＴＧ1を有している。前記原稿給紙トレイＴＧ1に載置された複数の各原稿Ｇ
ｉは順次プラテンガラスＰＧ上の複写位置（プラテンロールＧＲ１の圧接位置）を通過し
て原稿排出ロールＧＲ２から原稿排紙トレイＴＧ２に排出されるように構成されている。
　前記自動原稿搬送装置Ｕ３は、その後端部に設けた左右方向に延びるヒンジ軸（図示せ
ず）により前記プラテンガラスＰＧ上面に対して回動可能であり、原稿Ｇｉを作業者が手
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でプラテンガラスＰＧ上に置く場合に上方に回動される。
【００６２】
　前記イメージスキャナＵ２は、ユーザがコピースタート等の作動指令信号を入力操作す
るＵＩ（ユーザインタフェース）を有している。
　前記透明なプラテンガラスＰＧの下方には原稿画像を読み取るための露光光学系Ａが配
置されている。
　前記自動原稿搬送装置Ｕ３でプラテンガラスＰＧ上面に搬送されて前記複写位置を通過
する原稿または手動でプラテンガラスＰＧ上に置かれた原稿（図示せず）からの反射光は
、前記露光光学系Ａを介して、ＣＣＤ（固体撮像素子）で電気信号に変換される。
　ＩＰＳ（イメージプロセッシングシステム）は、ＣＣＤから入力されるＲ，Ｇ，Ｂ（レ
ッド、グリーン、ブルー）の電気信号をＹ，Ｍ，Ｃ，Ｋ（イエロー、マゼンタ、シアン、
黒）の画像データ（デジタルデータ）に変換して一時的に記憶し、前記画像データを所定
のタイミングで潜像形成用の画像データとしてレーザ駆動回路ＤＬに出力する。
　レーザ駆動回路ＤＬは、入力された画像データに応じてレーザ駆動信号をＲＯＳ（潜像
形成装置）のレーザダイオード（図示せず）に出力する。なお、前記ＵＩ（ユーザインタ
フェース）、ＩＰＳおよびレーザ駆動回路ＤＬと、後述の現像ロールＲ０、転写ロールＴ
１、２次転写ロール（シート転写部材）Ｔ２b等にバイアス電圧を印加する電源回路Ｅ等
の動作はコントローラＣにより制御される。
【００６３】
　前記ＩＰＳが出力するＹＭＣＫの４色の画像データ（レーザ駆動データ）が入力された
レーザ駆動回路ＤＬは、入力された前記各色の画像データに応じた各色のレーザ駆動信号
を所定のタイミングで、各色のＲＯＳ（潜像形成装置）に出力する。
【００６４】
　各像担持体（感光体）Ｐｙ，Ｐｍ，Ｐｃ，Ｐｋはそれぞれの帯電ロール（帯電部材）Ｃ
Ｒにより一様に帯電された後、前記各色のＲＯＳｙ～ＲＯＳｋ（潜像形成装置）の出力す
る光ビームによりその表面に静電潜像が形成される。前記像担持体Ｐｙ，Ｐｍ，Ｐｃ，Ｐ
ｋ表面の静電潜像はそれぞれ、各現像器Ｇｙ，Ｇｍ，Ｇｃ，Ｇｋと対向する現像領域にお
いて各色ＹＭＣＫのトナー像に現像される。なお、前記各現像器Ｇｙ，Ｇｍ，Ｇｃ，Ｇｋ
は、各色のトナーを収容した現像容器と、前記現像容器に回転可能に支持され且つ前記像
担持体Ｐｙ，Ｐｍ，Ｐｃ，Ｐｋ表面の静電潜像にトナーを搬送してトナー像に現像する現
像ロールＲ０を有している。なお、前記各色の現像器Ｇｙ，Ｇｍ，Ｇｃ，Ｇｋの現像容器
にはトナーカートリッジＴｙ～Ｔｋから各色のトナーが補給されるように構成されている
。
【００６５】
　前記現像された各色ＹＭＣＫのトナー像は、前記各像担持体Ｐｙ，Ｐｍ，Ｐｃ，Ｐｋと
エンドレスの中間転写ベルト（像担持体）Ｂとが接触する１次転写位置Ｑ３に搬送される
。前記各１次転写位置Ｑ３において中間転写ベルトＢの裏面側に配置された１次転写ロー
ルＴ１には、コントローラＣにより制御される電源回路Ｅから所定のタイミングで現像剤
の帯電極性と逆極性の１次転写電圧が印加される。前記各像担持体Ｐｙ～Ｐｋ上のトナー
像は前記各１次転写ロールＴ１に対向する１次転写位置Ｑ３において中間転写ベルトＢに
重ねて１次転写される。１次転写後の像担持体Ｐｙ，Ｐｍ，Ｐｃ，Ｐｋ表面の残留トナー
は、像担持体クリーナＣＬｐで除去される。
【００６６】
　前記各像担持体Ｐｙ～Ｐｋ、各色のＲＯＳｙ～ＲＯＳｋ（潜像形成装置）、各色の現像
器Ｇｙ～Ｇｋによって、前記各像担持体Ｐｙ～Ｐｋ上に各色のトナー像を形成する各色の
トナー像形成装置ＵＹ（Ｐｙ＋ＲＯＳｙ＋Ｇｙ），ＵＭ（Ｐｍ＋ＲＯＳｍ＋Ｇｍ），ＵＣ
（Ｐｃ＋ＲＯＳｃ＋Ｇｃ），ＵＫ（Ｐｋ＋ＲＯＳｋ＋Ｇｋ）が構成される。
【００６７】
　前記各色の像担持体Ｐｙ，Ｐｍ，Ｐｃ，Ｐｋの下方には左右一対のスライドレールＳＲ
，ＳＲによりスライドフレームＦ１が前後方向（紙面に垂直な方向、すなわち、Ｘ軸方向
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）にスライド移動可能に支持されている。スライドフレームＦ１にはベルトモジュールＢ
ＭのベルトフレームＦ２が上昇した動作位置（像担持体Ｐｙ～Ｐｋに接触する位置）と下
方に移動したメンテナンス位置（像担持体Ｐｙ～Ｐｋから下方に離れた位置）との間で昇
降可能に支持されている。前記ベルトモジュールＢＭが前記ベルトメンテナンス位置に下
降した状態では、前記スライドフレームＦ１およびこれに支持されたベルトモジュールＢ
Ｍを、前記像担持体ＰＲと摩擦接触させることなく、画像形成装置本体Ｕ１に対して出入
させることができるように構成されている。
　前記スライドフレームＦ１を前後移動させる構成およびベルトモジュールＢＭを昇降さ
せる構成は、従来公知（例えば、特開平８－１７１２４８号公報参照）であり、従来公知
の種々の構成を採用することが可能である。
【００６８】
　前記ベルトモジュールＢＭは、前記中間転写ベルトＢと、ベルト駆動ロールＲｄ、テン
ションロールＲｔ、ウォーキングロールＲｗ、複数のアイドラロール（フリーロール）Ｒ
ｆおよびバックアップロールＴ２ａを含むベルト支持ロール（Ｒｄ，Ｒt，Ｒｗ，Ｒｆ，
Ｔ２ａ）と、前記４個の１次転写ロールＴ１とを有している。そして、前記中間転写ベル
トＢは前記ベルト支持ロール（Ｒｄ，Ｒt，Ｒｗ，Ｒｆ，Ｔ２ａ）により矢印Ｙａ方向に
回転移動可能に支持されている。
【００６９】
　前記バックアップロールＴ２aに接する中間転写ベルトＢの表面に対向して２次転写ロ
ール（シート転写部材）Ｔ２bが配置されており、中間転写ベルトＢおよび２次転写ロー
ルＴ２bの接触する位置により２次転写位置（トナー像をシートＳに転写するシート転写
位置、すなわち、画像をシートＳに記録する画像記録位置）Ｑ４が形成される。前記２次
転写ロールＴ２bにはコントローラＣにより制御される電源回路Ｅから所定のタイミング
で現像剤の帯電極性と逆極性の２次転写電圧が印加される。前記２次転写ロールＴ２bに
対向して配置された前記バックアップロールＴ２aはアース（接地）されており、前記２
次転写ロールＴ２bに２次転写電圧が印加されたときには、前記２次転写ロールＴ２bおよ
びバックアップロールＴ２a間には２次転写電界が形成される。前記バックアップロール
Ｔ２aおよび２次転写ロールＴ２bにより２次転写器Ｔ２が構成される。
　前記４個の１次転写ロールＴ１および中間転写ベルトＢを含むベルトモジュールＢＭと
、２次転写器Ｔ２等により、トナー像形成装置（ＵＹ，ＵＭ，ＵＣ，ＵＫ）の像担持体Ｐ
ｙ～Ｐｋ表面に形成されたトナー像を記録シートＳに転写する転写装置（ＢＭ＋Ｔ２）が
構成されている。
  前記トナー像形成装置ＵＹ～ＵＫ、転写装置（ＢＭ＋Ｔ２）によりシートＳ上に画像（
トナー像）を記録する画像記録装置（ＵＹ～ＵＫ＋ＢＭ＋Ｔ２）が構成されている。
  前記画像記録装置（ＵＹ～ＵＫ＋ＢＭ＋Ｔ２）は、前記各像担持体Ｐｙ～Ｐｋ表面に静
電潜像を形成する際の静電潜像の軸方向の位置（静電潜像書込用のレーザビームの主走査
方向の位置）を調節することにより、前記中間転写ベルトＢ上に形成されるトナー像の位
置をベルト幅方向に制御する（シート幅方向にシフトする）ことができる。
【００７０】
　プリンタ（画像形成装置本体）Ｕ１の下部には、シートＳを収容したカセットトレイ（
給紙トレイ）ＴＲ１～ＴＲ３および給紙用シート搬送路ＳＨ１が設けられている。前記カ
セットトレイＴＲ１～ＴＲ３に収容されたシートＳのシートサイズはカセットトレイ内部
に設けられたシートサイズセンサにより検出され、検出されたシートサイズは画像形成装
置の制御部分のメモリに記憶されている。
  また、前記給紙用シート搬送路ＳＨ１には手差トレイ（給紙トレイ）ＴＲ４から給紙で
きるように構成されている。前記カセットトレイ（給紙トレイ）ＴＲ１～ＴＲ３に収容さ
れたシートＳは、所定のタイミングでピックアップロールＲｐにより取り出され、さばき
ロールＲｓで１枚づつ分離されて、複数の搬送ロールＲａによりレジローラＲｒに搬送さ
れる。また、手差トレイ（給紙トレイ）ＴＲ４から給紙されたシートは搬送ロールＲａに
よりレジローラＲｒに搬送される。前記レジローラＲｒに搬送された記録シートＳは、前
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記中間転写ベルトＢに１次転写された多重トナー像または単色トナー像が前記２次転写位
置Ｑ４に移動するのにタイミングを合わせて、２次転写位置Ｑ４に搬送される。
  前記符号ＳＨ１、Ｒｐ、Ｒｓ、Ｒａ等の要素により、レジローラＲｒにシートを給紙す
る給紙用シート搬送装置（ＳＨ１＋Ｒｐ＋Ｒｓ＋Ｒａ）が構成されている。
　前記２次転写位置Ｑ４を記録シートＳが通過する際、２次転写ロールＴ２bに前記２次
転写電圧が印加されるので、前記中間転写ベルトＢに重ねて１次転写されたカラートナー
像は、前記２次転写位置Ｑ４において一括して記録シートＳに２次転写される。
　２次転写後の中間転写ベルトＢはベルトクリーナＣＬbにより残留トナーが除去される
。
【００７１】
　トナー像が２次転写された前記記録シートＳは、転写後シートガイドＳＧ、シート搬送
ベルトＨＢにより定着装置Ｆに搬送される。定着装置Ｆは一対の圧接する加熱ロールＦｈ
および加圧ロールＦｐ（図２参照）を有しており、前記加熱ロールＦｈおよび加圧ロール
Ｆｐの圧接領域により定着領域Ｑ５が形成されている。前記記録シートＳ上のトナー像は
前記定着領域Ｑ５を通過する際に、加熱定着される。トナー像が定着された記録シートＳ
は、搬送路切替ゲートＧＴにより排出用シート搬送路ＳＨ２または両面記録用シート搬送
路ＳＨ３に搬送される。排出用シート搬送路ＳＨ２に搬送されたシートは記排紙トレイＴ
Ｒｈに排出され、両面記録用シート搬送路ＳＨ３に搬送されたシートは表裏反転されてか
ら前記レジローラＲｒに再送される。
　前記符号Ｒｐ，Ｒｓ，Ｒａ，Ｒｒ，ＳＧ，ＨＢ，ＳＨ１，ＳＨ２，ＳＨ３等で示された
要素によりシート搬送装置ＳＨが構成されている。
  前記符号ＳＨ１，ＳＨ２，ＳＨ３で示された要素によりシート搬送路（ＳＨ１～ＳＨ３
）が構成されている。また、前記符号Ｒｐ，Ｒｓ，Ｒａ，Ｒｒ，ＨＢ等で示された要素に
よりシート搬送部材（Ｒｐ，Ｒｓ，Ｒａ，Ｒｒ，ＨＢ）が構成されている。
【００７２】
  図２は両面シート搬送装置の説明図で、図２Ａは前記図１のIIＡ－IIＡ線断面概略図、
図２Ｂは前記図２ＡのIIＢ－IIＢ線断面図である。
  図１、図２において、両面記録用シート搬送路ＳＨ３は、給紙トレイＴＲ１の上側に配
置された両面記録用上側シート搬送路ＳＨ３ａと下側に配置された両面記録用下側シート
搬送路ＳＨ３ｂとを有している。両面記録を行う場合、１面目に画像記録されたシートは
定着装置Ｆを通過する際にシート１面目に記録されたトナー像が定着された後に切替ゲー
トＧＴにより両面記録用シート搬送路ＳＨ３の両面記録用上側シート搬送路ＳＨ３ａに搬
送される。両面記録用シート搬送路ＳＨ３には、複数の通常のシート搬送ローラＲａと、
幅方向搬送ローラＲｂとが配置されている。
  前記シート搬送ローラＲａおよび幅方向搬送ローラＲｂは、上下に配置された一対のロ
ーラ（駆動ローラおよび従動ローラ）により構成されており、通常時は前記シート搬送ロ
ーラＲａの上下一対のローラが圧接しており、前記幅方向搬送ローラＲｂの上下一対のロ
ーラは離隔している。
【００７３】
  前記両面記録用上側シート搬送路ＳＨ３ａに搬送された１面目画像記録済のシートＳは
、両面記録用上側シート搬送路ＳＨ３ａに配置された搬送ローラＲａにより搬送される。
このとき、前記幅方向搬送ローラＲｂの上下一対のローラは離隔している。両面記録用上
側シート搬送路ＳＨ３ａの下流側にはシートセンサＳＮ４（図１参照）が配置されており
、シートＳの前端がシートセンサＳＮ４により検出された時にシート搬送ローラＲａが停
止される。停止したシート搬送ローラＲａの上下一対のローラは上下方向に離隔するとと
もに、前記上下に離隔していた複数の幅方向搬送ローラＲｂの一対のローラが前記シート
Ｓを挟んで圧接する。
  前記シートＳを挟んだ複数の幅方向搬送ローラＲｂの上下一対のローラが回転して前記
シートＳを幅方向に搬送する。このとき、両面記録用上側シート搬送路ＳＨ３ａのシート
Ｓはシート幅方向に搬送され、図２Ａに示す給紙トレイＴＲ１に形成されたシート搬送用
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貫通孔ＴＲ１ａを通って両面記録用下側シート搬送路ＳＨ３ｂに搬送される。
【００７４】
  図２において、前記両面記録用下側シート搬送路ＳＨ３ｂにはシートセンサＳＮ５（図
２Ａ参照）が配置されている。前記両面記録用下側シート搬送路ＳＨ３ｂに搬送された１
面目の画像記録済のシートＳの前端がシートセンサＳＮ５により検出されると、前記複数
の幅方向搬送ローラＲｂの回転が停止し、各幅方向搬送ローラＲｂの上下一対のローラが
上下方向に離隔するとともに、前記上下に離隔していた複数の通常のシート搬送ローラＲ
ａの一対のローラが前記シートＳを挟んで圧接する。
  前記両面記録用下側シート搬送路ＳＨ３ｂに搬送された１面目画像記録済のシートＳは
、図１に示すように、両面記録用下側シート搬送路ＳＨ３ｂから前記給紙用シート搬送路
ＳＨ１に搬送され、さらに、前記レジローラＲｒに再送される。
【００７５】
  なお、本実施例１のレジローラＲｒは、その回転時にシート搬送方向に（軸方向に）移
動可能（図３により後述する）であり、シートをシート搬送方向に搬送すると同時にシー
ト幅方向に搬送することが可能である。このように、シートをシート搬送方向およびシー
ト幅方向に搬送可能なシート搬送ローラは従来公知（特開平８－２０８０９８号公報参照
）である。
  なお、前記レジローラＲｒをその軸方向に移動させる装置によりレジローラ移動装置（
図示せず）が構成されており、前記レジローラ移動装置の動作を制御して前記レジローラ
Ｒｒを軸方向に移動制御する手段（レジローラ移動制御手段）により、シートの幅方向の
位置を制御する手段（シート幅方向位置制御手段、図示せず）が構成されている。
【００７６】
  また、実施例１では、図１、及び後述する図３、図４等に示すようにレジローラＲｒの
下流側にリードレジセンサＳＮ１と、シートのシート幅方向の両端縁を検出する１面目サ
イドレジセンサＳＮ２および２面目サイドレジセンサＳＮ３が配置されている。
  後述する図４Ａにおいて、シートＳの１面目の画像記録を行う際のシートＳのシート幅
方向の一端縁の位置を検出する１面目サイドレジセンサＳＮ２は固定配置され、２面目の
画像記録を行う際のシートＳのシート幅方向の前記一端縁と同じ端縁の位置を検出する２
面目サイドレジセンサＳＮ３はシート幅方向に位置調節可能に配置されている。そして、
画像記録を行う場合、２面目サイドレジセンサＳＮ３は、画像記録に使用するシートのシ
ート幅（画像形成装置が認識したシート幅）だけ前記１面目サイドレジセンサＳＮ２から
離れた位置に移動した状態で停止する。
  そして、中間転写ベルトＢ上のトナー像形成領域（画像記録領域）Ｓ１ａは、前記サイ
ドレジセンサＳＮ２およびＳＮ３から内側に設定距離ｄ１（＝ｄ２）だけ離れた位置に設
定されている。
  そして、シートＳの１面目の画像記録時のシート幅方向の位置は、シートの一端縁を検
出する１面目サイドレジセンサＳＮ２の検出信号により制御し、シートＳの２面目の画像
記録時のシート幅方向の位置は、シートの前記一端縁と同じ端縁を検出する２面目サイド
レジセンサＳＮ３の検出信号により制御している。
【００７７】
（実施例１の作用）
  図３は前記実施例１の画像形成装置を使用し、画像記録位置を通過するシートの搬送方
向前端縁の向きが一定となるように且つシートのシート幅方向両端縁を入れ替えるように
シートを反転してシート両面に画像記録する場合の説明図であり、図３Ａは給紙トレイに
収容されているシートを示す図、図３Ｂは給紙トレイから取り出したシートを搬送する途
中の状態を示す図、図３Ｃはレジローラでシートを一旦停止させてシート前端縁の向きを
レジローラ軸方向に揃えてからレジローラ軸方向に移動させる状態を示す図、図３Ｄはシ
ートの１面目にトナー像が転写されながら転写領域（シートへの画像記録位置）を通過す
るシートの状態を示す図、図３Ｅは１面目のトナー像が転写されたシートが定着領域を通
過する状態を示す図、図３Ｆは１面目のトナー像が転写、定着されたシートをシート幅方
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向の両端縁が入れ代わるように反転させた反転シートを示す図、図３Ｇは反転シートをレ
ジローラで一旦停止させてシート前端縁をレジローラ軸方向に揃えてからレジローラ軸方
向に移動させる状態を示す図、図３Ｈは前記反転シートが２面目にトナー像を転写されな
がら転写領域（シートへの画像記録位置）を通過する状態を示す図、図３Ｉはシートの両
面にトナー像が転写された状態を示す図である。
【００７８】
  給紙トレイに収容されたシートを示す図３Ａにおいて、Ａ３ＳＥＦのシートを収容する
給紙トレイに収容されたＡ３ＳＥＦの実際のシートＳ（図３Ａの実線参照）のサイズは、
理想的なＡ３ＳＥＦのシートＳ′（図３Ａの１点鎖線参照）のサイズに比較して誤差を有
している。すなわち、図３Ａの場合、給紙トレイに収容されたＡ３ＳＥＦの実際のシート
Ｓ（実線参照）のシート幅（シート搬送方向に垂直な方向の幅）およびシート長（シート
搬送方向の長さ）は、理想的なＡ３ＳＥＦのシートＳ′（２点鎖線参照）のシート幅およ
びシート長に比較して、大きい。また、理想的なＡ３ＳＥＦのシートＳ′（１点鎖線参照
）の形状は長方形であるが、給紙トレイに収容されたＡ３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線
参照）の形状は必ずしも長方形ではない。この図３Ａに示すＡ３ＳＥＦの実際のシートＳ
（実線参照）の形状はシート搬送方向前端縁が傾斜しているものとする。
  すなわち、画像形成装置では、Ａ３ＳＥＦのシートのシートサイズとしては、理想的な
Ａ３ＳＥＦのシートＳ′（２点鎖線参照）のシートサイズを記憶（認識）しているが、実
際に使用されるＡ３ＳＥＦのシートＳ（実線参照）のサイズは、前記画像形成装置が認識
しているシートサイズとは異なる（誤差を有する）。
【００７９】
  前記Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）は図３Ａに示す位置（給紙トレイに収容
されている位置）から取り出されて搬送される際、図３Ｂのように傾斜して搬送される場
合が多い。
  前記Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）は、図３ＣのレジローラＲｒにシート前
端が当接した状態で一旦停止されてシート前端の傾斜（向き）が図３Ｃの２点鎖線で示す
ようにレジローラＲｒの軸方向に揃えられる（シート前端縁の傾斜であるスキューが補正
される）。図３Ｃの２点鎖線で示す状態のシートＳを下流側に搬送するレジローラＲｒは
、その軸方向に移動可能である。
  前記レジローラＲｒにより前記図３Ｃの２点鎖線で示したシートＳを下流側のリードレ
ジセンサＳＮ１に搬送する際に、レジローラＲｒをその軸方向（シート幅方向）に移動制
御する手段（レジローラ移動制御手段）は、レジローラＲｒをシート幅方向（レジローラ
Ｒｒの軸方向）に移動させる。このとき、前記シートＳは、２点鎖線の位置からシート一
端縁が１面目サイドレジセンサＳＮ２に検出される位置（実線で示す位置）までシート幅
方向に搬送される。
【００８０】
  図３Ｃに実線で示す前記シートＳは、前記シートＳの一端縁が前記１面目サイドレジセ
ンサＳＮ２で検出される状態で、シート幅方向の位置を制御されながら搬送される。そし
てシートＳの先端がリードレジセンサＳＮ１の位置（リードレジ位置）に到達する。すな
わち、シートＳの先端がリードレジセンサＳＮ１の位置（リードレジ位置）に到達した時
点では、シートＳの一端縁は前記１面目サイドレジセンサＳＮ２により検出されている。
【００８１】
  シートＳの先端がリードレジセンサＳＮ１の位置（リードレジ位置）に到達した後は、
レジローラＲｒはシート幅方向には移動せずシートＳ搬送のための回転のみが行われる。
前記シート搬送のための回転のみを行うレジローラＲｒにより搬送されるシートＳは、シ
ートＳの前端が傾斜している場合には傾斜した状態（姿勢）で、搬送方向下流側に搬送さ
れる。
  前記傾斜した状態でレジローラＲｒにより搬送されるシートＳは、１面目のトナー像が
形成され且つ上側面にバックアップロールＴ２ａ（図３Ｄ参照）が当接する中間転写ベル
トＢ（図１参照、図３Ｄでは図示省略）とその下側面に圧接する２次転写ローラＴ２ｂ（
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図１参照、図３では図示省略）との圧接領域である転写領域Ｑ４に搬送される。
【００８２】
  図３Ｄにおいて、前記傾斜したシートＳが転写領域Ｑ４を通過する際に、シートＳの１
面目の設定画像記録幅Ｓ１ａを有する画像記録領域Ｓ１の範囲内に１面目の画像が記録さ
れる。なお、図３Ｄには実際のシートＳを実線で示し、理想的な形状のシートＳ′を１点
鎖線で示している。図３Ｄの傾斜した状態で搬送されるシートＳの１面目の画像記録領域
Ｓ１の前端は前記転写領域Ｑ４に平行であり、画像記録領域Ｓ１のシート幅方向の両端は
前記転写領域Ｑ４に垂直で且つシートＳの幅方向の端縁に対して傾斜している。
【００８３】
  図３Ｅにおいて、シートＳの前端縁から画像記録領域Ｓ１までの距離はｅ１であり、距
離ｅ１は設定された値である。Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）のサイズが理想
的なシートサイズである場合には、図３ＥのシートＳの後端縁と画像記録領域Ｓ１との距
離ｅ１′もｅ１′＝ｅ１となるように設定されている。しかし、この図３ＥのＡ３ＳＥＦ
の実際のシートＳ（実線参照）は、理想的なシートＳ′（１点鎖線参照）のシート搬送方
向の長さよりも長いため、図３ＥのシートＳの後端縁と画像記録領域Ｓ１との距離ｅ１′
は、前記ｅ１よりも長くなっている。すなわち、ｅ１′＞ｅ１となっている。
【００８４】
  また図３Ｃにおいて、この実施例１では、１面目サイドレジセンサＳＮ２は固定配置さ
れており、２面目サイドレジセンサＳＮ３はシート幅方向に位置調節可能に配置されてい
る。そして、前記２面目サイドレジセンサＳＮ３は使用される定型シートサイズのシート
幅だけ前記１面目サイドレジセンサＳＮ２から離れた位置に移動した状態で停止される。
例えば、Ａ３ＳＥＦのシートＳを使用する場合には、２面目サイドレジセンサＳＮ３は、
固定配置された１面目サイドレジセンサＳＮ２から、理想的なＡ３ＳＥＦのシートＳ（図
３Ａの１点鎖線参照）の幅だけ離れた位置に移動して停止する。また例えば、Ａ４ＳＥＦ
のシートＳを使用する場合には、２面目サイドレジセンサＳＮ３は、固定配置された１面
目サイドレジセンサＳＮ２から、理想的なＡ４ＳＥＦのシートＳ（図５Ａの１点鎖線参照
）の幅だけ離れた位置（図５ＡのＳＮ３′参照）に移動して停止する。
  そして、中間転写ベルトＢ上の幅方向の１面目および２面の画像記録領域Ｓ１およびＳ
２は前記サイドレジセンサＳＮ２とＳＮ３の中間に配置され且つ、前記サイドレジセンサ
ＳＮ２とＳＮ３から設定距離ｄ１だけ内側に離れた位置に配置される。
【００８５】
  図３Ｅから分かるように実際のシートＳのシート幅が理想的なシートＳ′のシート幅よ
りも大きい場合、シートＳの一端縁と１面目の画像記録領域Ｓ１の前端との距離ｄ１に比
較して、シートＳの他端縁と１面目の画像記録領域Ｓ１の前端との距離ｄ１′は大きくな
っている。
  図３Ｅにおいて、前記シートＳの１面目に転写されたトナー像（画像）は、定着装置の
加熱ロールＦｈおよびその下側に圧接する加圧ロール（図示せず）の圧接領域である定着
領域を通過する際に加熱定着される。
  図３Ｅの加熱ロールＦｈにより加熱定着されたシートＳは、シート幅方向の一端縁およ
び他端縁が入れ代わるように反転されて、図３Ｆの状態となる。図３Ｆの状態では反転シ
ートＳの１面目の画像領域Ｓ１は下側に配置されており、点線で示されている。
  前記図３Ｆに示す反転シート（１面目の画像記録済のシート）Ｓは、図３Ｇのレジロー
ラＲｒに搬送される。
【００８６】
  図３Ｇにおいて、レジローラＲｒに搬送された反転シートＳ（２点鎖線参照）は、その
前端がレジローラＲｒに当接した状態で一旦停止されて、シートＳ前端の向きがレジロー
ラＲｒの軸方向に揃えられる（シート前端縁の傾斜であるスキューが補正される）。図３
Ｇの２点鎖線で示す状態の反転シートＳを下流側に搬送するレジローラＲｒは、前記図３
Ｇの２点鎖線で示した反転シートＳを下流側のリードレジセンサＳＮ１に搬送する際に、
シート幅方向（レジローラＲｒの軸方向）に移動して前記反転シートＳを２点鎖線の位置



(26) JP 4385714 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

から、反転シートＳの一端縁（１面目のトナー像転写後に前記他端縁と位置入れ代わった
一端縁）が２面目サイドレジセンサＳＮ３に検出される位置（実線で示す位置）までシー
ト幅方向に搬送する。
  図３Ｇに実線で示す前記反転シートＳは、前記反転シートＳの前記一端縁が前記２面目
サイドレジセンサＳＮ３で検出される状態で、シート幅方向の位置を制御されながら搬送
される。そして反転シートＳの先端がリードレジセンサＳＮ１の位置（リードレジ位置）
に到達する。すなわち、反転シートＳの先端がリードレジセンサＳＮ１の位置（リードレ
ジ位置）に到達した時点では、反転シートＳの前記一端縁は前記２面目サイドレジセンサ
ＳＮ３により検出されている。
【００８７】
  反転シートＳの先端がリードレジセンサＳＮ１の位置（リードレジ位置）に到達した後
は、レジローラＲｒはシート幅方向には移動せず反転シートＳの搬送のための回転のみが
行われる。前記シート搬送のための回転のみを行うレジローラＲｒにより搬送される反転
シートＳは、反転シートＳの前端が傾斜している場合には傾斜した状態（姿勢）で、搬送
方向下流側に搬送される。
  前記傾斜した状態でレジローラＲｒにより搬送される反転シートＳは、２面目のトナー
像が形成され且つ上側面にバックアップロールＴ２ａ（図３Ｈ参照）が当接する中間転写
ベルトＢ（図１参照、図３Ｈでは図示省略）とその下側面に圧接する２次転写ローラＴ２
ｂ（図１参照、図３では図示省略）との圧接領域である転写領域Ｑ４に搬送される。
【００８８】
  図３Ｈにおいて、前記傾斜したシートＳが転写領域Ｑ４を通過する際に、シートＳの２
面目の設定画像記録幅Ｓ２ａを有する画像記録領域Ｓ２の範囲内に２面目の画像が記録さ
れる。図３Ｈの傾斜した状態で搬送されるシートＳの２面目の画像記録領域Ｓ２の前端は
前記転写領域Ｑ４に平行であり、画像記録領域Ｓ２のシート幅方向の両端は前記転写領域
Ｑ４に垂直である。
  ２面目の画像が記録されたシートＳは前記図３Ｅで説明したように加熱定着される。
【００８９】
  前記２面目の画像が記録されたシートＳを示す図３Ｉにおいて、シートＳの前端縁から
２面目の画像記録領域Ｓ２までの距離はｅ２であり、距離ｅ２は前記１面目めの距離ｅ１
と同じ値に設定された値である。Ａ３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）のサイズが理
想的なシートサイズである場合には、図３ＩのシートＳの後端縁と２面目の画像記録領域
Ｓ２との距離も前記ｅ２と同じ値となるように設定されている。しかし、この図３ＩのＡ
３ＳＥＦの実際のシートＳ（実線参照）は、理想的なシートＳ′（図３Ａの１点鎖線参照
）のシート搬送方向の長さよりも長いため、図３ＩのシートＳの後端縁と２面目の画像記
録領域Ｓ２との距離ｅ２′は、前記ｅ２よりも長くなっている。すなわち、ｅ２′＞ｅ２
である。
  この実施例１ではシートＳの幅方向の端縁の位置が入れ代わる状態で反転されているの
で、１面目および２面目の画像記録時のシート前端縁は入れ代わっておらず、同じ端縁で
ある。
【００９０】
  図３Ｉにおいてｅ１′，ｅ１の位置は、ｅ２，ｅ２′の位置から下方にずれた位置に図
示されているが、実際は図３Ｆから分かるようにｅ１（図３Ｆ参照）はｅ２（図１１Ｉ参
照）と重なり、ｅ１′（図３Ｆ参照）はｅ２′（図３Ｉ参照）と重なっている。また、図
３Ｆおよび図３Ｈから分かるように、ｅ２＝ｅ１、ｅ１′＝ｅ２′である。
  したがって、シートＳの１面目の画像記録領域Ｓ１と２面目の画像記録領域Ｓ２とのシ
ート搬送方向の位置は、シートＳに垂直な方向から見て重なっている。
【００９１】
  また、前記図３Ａ、図３Ｅで説明したように実際のシートＳのシート幅は理想的なシー
トＳ′のシート幅よりも大きいので、シートＳの一端縁と２面目の画像記録領域Ｓ２との
距離ｄ２に比較して、シートＳの他端縁と２面目の画像記録領域Ｓ２との距離ｄ２′は大
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きくなっている。
  前述したように、中間転写ベルトＢ上の幅方向の１面目および２面の画像記録領域Ｓ１
およびＳ２は前記サイドレジセンサＳＮ２とＳＮ３の中間に配置され且つ、前記サイドレ
ジセンサＳＮ２とＳＮ３から設定距離ｄ１だけ内側に離れた位置に配置される。
  そして、前記シートＳの一端縁と２面目の画像記録領域Ｓ２との距離ｄ２は前記ｄ１と
同じ値（ｄ２＝ｄ１）に設定されている。
  したがって、シートＳの１面目の画像記録領域Ｓ１と２面目の画像記録領域Ｓ２とのシ
ート幅方向の位置は、シートＳに垂直な方向から見て重なる。
【００９２】
  したがって、この実施例１では、シートＳの１面目の画像記録領域Ｓ１と２面目の画像
記録領域Ｓ２とのシート幅方向およびシート搬送方向の位置は、シートＳに垂直な方向か
ら見て重なる。
  なお、前記図３の説明では、中間転写ベルトＢのバックアップロールＴ２ａが当接する
側面と反対側面に形成されたトナー像を、前記バックアップロールＴ２ａに対向配置され
る２次転写ロールＴ２ｂにより、シートＳに転写する場合について説明したが、円筒状の
像担持体表面に形成されたトナー像をシートに転写する場合や、インクジェット記録ヘッ
ドによりシートに画像を記録する場合についても同様のことが言える。また、紙が理想よ
りも小さい場合も同様である。
【００９３】
（長方形のＡ３ＳＥＦのシートの両面に画像記録を行う場合の、中間転写ベルトＢ上のト
ナー像形成位置と、画像記録位置におけるシートのシート幅方向の位置との関係の説明）
  図４は前記実施例１の画像形成装置のサイドレジセンサＳＮ２およびＳＮ３と、画像記
録位置でのシート幅方向の画像記録領域の位置およびシートＳの位置の説明図で、図４Ａ
は画像形成装置が認識しているＡ３ＳＥＦのシートサイズＳ′と画像記録領域Ｓ１とサイ
ドレジセンサＳＮ２、ＳＮ３との位置関係を示す図、図４Ｂは画像形成装置が認識してい
るＡ３ＳＥＦのシートサイズＳ′および実際のシートサイズＳとサイドレジセンサＳＮ２
、ＳＮ３と１面目の画像記録領域Ｓ１との位置関係を示す図、図４Ｃは前記図４Ｂのシー
トをシート幅方向の両端縁を入れ替えて反転させ且つシート一端縁を２面目サイドレジセ
ンサＳＮ３で検出される位置に移動した状態を示す図、図４Ｄは前記図４Ｃの反転シート
上の２面目の画像記録領域Ｓ２を示す図である。
【００９４】
  図４により、前記実施例１の画像形成装置を使用して理想的な長方形のＡ３ＳＥＦのシ
ートＳ′よりもシート幅およびシート長が少し大きい長方形の実際のシートＳの両面に画
像記録を行う場合の、中間転写ベルトＢ上のトナー像形成位置と、画像記録位置における
シートのシート幅方向の位置との関係を説明する。
  図４において、１面目サイドレジセンサＳＮ２の位置は固定であり、２面目サイドレジ
センサＳＮ３はシート幅方向に移動可能である。長方形のＡ３ＳＥＦのシートＳの両面に
画像記録を行う場合、２面目サイドレジセンサＳＮ３は、１面目サイドレジセンサＳＮ２
との距離は画像形成装置が認識しているＡ３シートのＳＥ（Ａ３シートのショートエッジ
）の長さと同じ距離に設定される。
【００９５】
  図４Ａにおいて、画像形成装置が認識しているＡ３ＳＥＦのシートサイズＳ′の外端縁
と画像記録領域Ｓ１の外端縁とのシート搬送方向の設定距離はｅ１であり、シート幅方向
の設定距離はｄ１である。画像記録領域Ｓ１のシート幅方向の設定画像記録幅はＳ１ａで
あり、シート搬送方向の設定画像記録長さはＳ１ｂである。
  本実施例１では、前記中間転写ベルトＢに形成されるトナー像は、前記サイドレジセン
サＳＮ２およびＳＮ３からそれぞれｄ１だけ内側よりの位置において、シート幅方向の設
定画像記録幅Ｓ１ａの領域内に形成される。
【００９６】
  図４Ｂにおいて、画像形成装置で使用される実際のシートＳのサイズはシート搬送方向
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の長さおよびシート幅方向の長さが理想的なシートサイズＳ′に比較して少し大きい長方
形であるものとする。この実施例１では実際のシートＳに１面目の画像記録を行う場合、
１面目サイドレジセンサＳＮ２でシートＳの一端縁を検出した状態でシートＳをシート幅
方向には移動させずに画像記録位置Ｑ４に搬送する。すなわち、画像記録位置Ｑ４におけ
るシートＳの一端縁（１面目サイドレジセンサＳＮ２で検出される端縁）の幅方向の位置
（シートＳの画像記録位置における１面目サイドレジ位置）は、１面目サイドレジセンサ
ＳＮ２の配置されている位置と同じである。
  この実際のシートＳが前記画像記録位置Ｑ４を通過する際に、シートＳの前端からの距
離ｅ１、シートＳの１面目サイドレジ位置（前記１面目サイドレジセンサＳＮ２により検
出されたシートＳの一端縁の画像記録位置Ｑ４での位置、すなわち、１面目サイドレジセ
ンサＳＮ２のシート幅方向の位置）からの距離ｄ１の１面目の画像記録領域Ｓ１に画像が
記録される。前記１面目の画像記録領域Ｓ１は、前記設定画像記録幅Ｓ１ａおよび設定記
録長さＳ１ｂであり、前記１面目の画像記録領域Ｓ１とシート他端縁との距離はｄ１′（
＞ｄ１）となり、画像記録領域Ｓ１とシート後端との距離はｅ１′（ｅ１′＞ｅ１）とな
る。
【００９７】
  図４Ｃは前記図４ＢのシートＳをシート幅方向の両端縁が入れ代わるように反転させ且
つ前記シートの一端縁（１面目の画像記録時に前記図４Ｂに示す１面目サイドレジセンサ
ＳＮ２により検出されたシート端縁）を２面目サイドレジセンサＳＮ３で検出される位置
に移動させた状態を示している。
  この実施例１で前記実際のシートＳに２面目の画像記録を行う場合、２面目サイドレジ
センサＳＮ３でシートＳの前記一端縁を検出した状態でシートＳをシート幅方向には移動
させずに画像記録位置Ｑ４に搬送する。すなわち、画像記録位置Ｑ４におけるシートＳの
一端縁（１面目および２面目サイドレジセンサＳＮ２，ＳＮ３で検出された端縁）の幅方
向の位置（シートＳの画像記録位置における２面目サイドレジ位置）は、２面目サイドレ
ジセンサＳＮ３の配置されている位置と同じである。
  この図４Ｃの状態のシートＳの１面目の画像記録領域Ｓ１のシート幅方向の位置は前記
図４Ｂと同じ位置である。
【００９８】
  前述したように、前記中間転写ベルトＢに形成されるトナー像は、前記サイドレジセン
サＳＮ２およびＳＮ３からそれぞれｄ１だけ内側よりの位置において、シート幅方向の設
定画像記録幅Ｓ１ａの領域内に形成される。
  図４Ｄは前記図４ＣのシートＳに２面目の画像が記録された状態を示しており、２面目
の画像記録領域Ｓ２は、シートＳの１端縁から２面目設定距離ｄ２だけ内側に離れた位置
に配置される。２面目設定距離ｄ２と前記１面目設定距離ｄ１とはｄ２＝ｄ１に設定され
ている。また、２面目の設定画像記録幅Ｓ２ａと前記１面目の設定画像記録幅Ｓ１ａとは
Ｓ２ａ＝Ｓ１ａに設定されている。したがって、シートＳの１面目および２面目の画像記
録領域Ｓ１およびＳ２のシート幅方向の位置が、シートＳのシート面に垂直な方向から見
た場合に一致する。
  また、シートＳの２面目の画像記録領域Ｓ２はシートＳ前端からｅ２の距離に配置され
ており、ｅ２＝ｅ１に設定されている。このため、１面目および２面目の画像記録領域Ｓ
１およびＳ２のシート搬送方向の位置が、シートＳのシート面に垂直な方向から見た場合
に一致する。
  したがって、画像記録領域Ｓ１およびＳ２のシート搬送方向およびシート幅方向の位置
が、シートＳのシート面に垂直な方向から見た場合に一致する。
【００９９】
（Ｂ４ＳＥＦのシート両面に画像記録を行う場合の、中間転写ベルトＢ上のトナー像形成
位置と、画像記録位置におけるシートのシート幅方向の位置との関係の説明）
  図５は前記実施例１の画像形成装置のサイドレジセンサＳＮ２およびＳＮ３と、画像記
録位置でのシート幅方向の画像記録領域の位置およびシートＳの位置の説明図で、図５Ａ
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は画像形成装置が認識しているＢ４ＳＥＦのシートサイズＳ′と画像記録領域Ｓ１とサイ
ドレジセンサＳＮ２、ＳＮ３との位置関係を示す図、図５Ｂは画像形成装置が認識してい
るＢ４ＳＥＦのシートサイズＳ′および実際のシートサイズＳとサイドレジセンサＳＮ２
、ＳＮ３と１面目の画像記録領域Ｓ１との位置関係を示す図、図５Ｃは前記図５Ｂのシー
トをシート幅方向の両端縁を入れ替えて反転させ且つシート一端縁を２面目サイドレジセ
ンサＳＮ３で検出される位置に移動した状態を示す図、図５Ｄは前記図５Ｃの反転シート
の２面目の画像記録領域Ｓ２を示す図である。
【０１００】
  図５により、前記実施例１の画像形成装置を使用して理想的な長方形のＢ４ＳＥＦのシ
ートＳ′よりもシート幅およびシート長が少し大きい長方形の実際のシートＳの両面に画
像記録を行う場合の、中間転写ベルトＢ上のトナー像形成位置と、画像記録位置における
シートのシート幅方向の位置との関係を説明する。
  図５において、Ｂ４ＳＥＦのシートＳの両面に画像記録を行う場合、２面目サイドレジ
センサＳＮ３の位置を前記図４の位置（図５の２点鎖線で示す位置）からシート幅方向に
移動させて実線で示す位置に移動させる。この状態のサイドレジセンサＳＮ２とＳＮ３と
の距離は画像形成装置が認識しているＢ４シートのＳＥ（Ｂ４シートのショートエッジ）
の長さである。なお、ｄ０は、Ａ３シートのＳＥ（Ａ３ショートエッジ）の長さとＢ４シ
ートのＳＥ（Ｂ４ショートエッジ）の長さとの差である。
【０１０１】
  図５Ａにおいて、画像形成装置が認識しているＢ４ＳＥＦのシートサイズＳ′の外端縁
と画像記録領域Ｓ１の外端縁とのシート搬送方向の設定距離はｅ１であり、シート幅方向
の設定距離はｄ１である。画像記録領域Ｓ１のシート幅方向の設定画像記録幅はＳ１ａで
あり、シート搬送方向の設定画像記録長さはＳ１ｂである。
  本実施例１では、前記中間転写ベルトＢに形成されるトナー像は、前記サイドレジセン
サＳＮ２およびＳＮ３からそれぞれｄ１だけ内側よりの位置において、シート幅方向の設
定画像記録幅Ｓ１ａの領域内に形成される。
【０１０２】
  図５Ｂにおいて、画像形成装置で使用される実際のシートＳのサイズはシート搬送方向
の長さおよびシート幅方向の長さが理想的なシートサイズＳ′に比較して少し大きい長方
形であるものとする。この実際のシートＳの前端からの距離ｅ１、シートＳの前記１面目
サイドレジセンサＳＮ２により検出される一端縁からの距離ｄ１の位置に、前記設定画像
記録幅Ｓ１ａおよび設定記録長さＳ１ｂの１面目の画像記録領域Ｓ１に画像を記録する場
合、画像記録領域Ｓ１とシート他端縁との距離はｄ１′（＞ｄ１）となり、画像記録領域
Ｓ１とシート後端との距離はｅ１′（ｅ１′＞ｅ１）となる。
  図５Ｃは前記図５ＢのシートＳをシート幅方向の両端縁が入れ代わるように反転させ且
つ前記シートの一端縁（１面目の画像記録時に前記図５Ｂに示す１面目サイドレジセンサ
ＳＮ２により検出されたシート端縁）を２面目サイドレジセンサＳＮ３で検出される位置
に移動させた状態を示している。この図５Ｃの状態のシートＳの１面目の画像記録領域Ｓ
１のシート幅方向の位置は前記図５Ｂと同じ位置である。
【０１０３】
  前述したように、前記中間転写ベルトＢに形成されるトナー像は、前記サイドレジセン
サＳＮ２およびＳＮ３からそれぞれｄ１だけ内側よりの位置において、シート幅方向の設
定画像記録幅Ｓ１ａの領域内に形成される。
  図５Ｄは前記図５ＣのシートＳに２面目の画像が記録された状態を示しており、２面目
画像のシート幅方向の画像記録幅Ｓ２ａは前記設定画像記録幅Ｓ１ａと重なる。したがっ
て、シートＳの１面目および２面目の画像記録領域Ｓ１およびＳ２のシート幅方向の位置
が、シートＳのシート面に垂直な方向から見た場合に一致する。
  また、シートＳの２面目の画像記録領域Ｓ２はシートＳ前端からｅ２の距離に配置され
ており、ｅ２＝ｅ１に設定されている。このため、１面目および２面目の画像記録領域Ｓ
１およびＳ２のシート搬送方向の位置が、シートＳのシート面に垂直な方向から見た場合



(30) JP 4385714 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

に一致する。
  したがって、画像記録領域Ｓ１およびＳ２のシート搬送方向およびシート幅方向の位置
が、シートＳのシート面に垂直な方向から見た場合に一致する。
【０１０４】
  前記実施例１の画像形成装置では、使用するシートサイズが異なる毎に、画像形成装置
が認識しているシート幅と同じ距離だけ前記１面目サイドレジセンサＳＮ２から離れた位
置に、前記２面目サイドレジセンサＳＮ３の位置を移動させる。そして、１面目の画像記
録領域Ｓ１および２面目の画像記録領域Ｓ２は、前記サイドレジセンサＳＮ２およびＳＮ
３から内側に設定距離ｄ１だけ離れた位置に設定する。
  そして、シートＳの１面目の画像記録時のシート幅方向の位置は、シートの一端縁を１
面目サイドレジセンサＳＮ２により位置決めし、シートＳの２面目の画像記録時のシート
幅方向の位置は、シートの一端縁を２面目サイドレジセンサＳＮ３により位置決めするこ
とにより、画像記録領域Ｓ１およびＳ２のシート搬送方向およびシート幅方向の位置を、
シートＳのシート面に垂直な方向から見た場合に一致させることができる。
【実施例２】
【０１０５】
  図６は本発明の実施例２の画像形成装置のサイドレジセンサＳＮ２およびＳＮ３と、画
像記録位置でのシート幅方向の画像記録領域の位置およびシートＳの位置の説明図で、図
６Ａは画像形成装置が認識しているＢ４ＳＥＦのシートサイズＳ′と画像記録領域Ｓ１と
サイドレジセンサＳＮ２、ＳＮ３との位置関係を示す図、図６Ｂは画像形成装置が認識し
ているＢ４ＳＥＦのシートサイズＳ′および実際のシートサイズＳとサイドレジセンサＳ
Ｎ２、ＳＮ３と１面目の画像記録領域Ｓ１との位置関係を示す図、図６Ｃは前記図６Ｂの
シートをシート幅方向の両端縁を入れ替えて反転させ且つシートの一端縁を２面目サイド
レジセンサＳＮ３で検出される位置に移動した状態を示す図、図６Ｄは前記図６Ｃの反転
シートの２面目の画像記録領域Ｓ２およびその裏面に形成された１面目の画像記録領域Ｓ
１を示す図、図６Ｅは前記図６Ｄの反転シートの２面目の画像記録領域Ｓ２を示す図であ
る。
  この実施例２の図６は前記実施例１の図５に相当する図である。この実施例２の画像形
成装置は、２面目サイドレジセンサＳＮ３が固定配置されている点で、前記２面目サイド
レジセンサＳＮ３が移動可能に配置された実施例１と相違している。また、この実施例２
では、Ａ３ＳＥ（Ａ３シートのショートエッジ）の長さまたはＡ４ＬＥ（Ａ４シートのロ
ングエッジ）の長さよりもシート幅が小さいシートに両面画像記録を行う場合の２面目の
シートの搬送方法が前記実施例１と少し異なる以外は、前記実施例１と同様である。
【０１０６】
  図６において、実線で示す２面目サイドレジセンサＳＮ３の位置は１面目サイドレジセ
ンサＳＮ２から画像形成装置が認識しているＡ３シートのＡ３ＳＥ（Ａ３ショートエッジ
）の長さだけ離れている。なお、この図６に示す実施例２では、前記サイドレジセンサＳ
Ｎ２およびＳＮ３の位置は固定配置されている。すなわち、２面目サイドレジセンサＳＮ
３は図６の実線位置（１面目サイドレジセンサＳＮ２から画像形成装置が認識しているＡ
３シートのＡ３ＳＥ（Ａ３ショートエッジ）の長さだけ離れた位置から移動することはな
い。したがって、この実施例２の２面目サイドレジセンサＳＮ３は、図６の２点鎖線の位
置（Ｂ４シートのＢ４ＳＥ（Ｂ４ショートエッジ）の長さだけ離れた位置）に移動するこ
とはない。
【０１０７】
  しかし図６において、Ａ３ＳＥの長さとＢ４ＳＥの長さとの差ｄ０すなわち、前記２面
目サイドレジセンサＳＮ３の実線位置と２点鎖線位置との距離ｄ０は、画像形成装置が記
憶（認識）しているシートサイズから算出可能である。また、図６ではＡ３ＳＥの長さ（
Ａ４ＬＥの長さ）とＢ４ＳＥの長さ（Ｂ５ＬＥの長さ）との差ｄ０だけが図示されている
が、実際は、Ａ３ＳＥ（Ａ４ＬＥ）の長さと、Ａ４ＳＥ（Ａ４ショートエッジ）、Ｂ５Ｓ
Ｅ（Ｂ５ショートエッジ）等の長さとの差も画像形成装置が記憶（認識）しているシート
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サイズから算出可能である。
  この実施例２では、Ａ３ＳＥＦのシートに対する画像記録は前記実施例１の図４で説明
した場合と同様に行われる。
  この実施例２ではＢ４ＳＥＦのシートに対する画像記録は図６に示したように行う。
【０１０８】
  図６Ａにおいて、画像形成装置が認識しているＢ４ＳＥＦのシートサイズＳ′の外端縁
と画像記録領域Ｓ１の外端縁とのシート搬送方向の設定距離はｅ１であり、シート幅方向
の設定距離はｄ１である。シートＳ上の画像記録領域Ｓ１のシート幅方向の設定画像記録
幅はＳ１ａであり、シート搬送方向の設定画像記録長さはＳ１ｂである。
  本実施例２では、前記中間転写ベルトＢに形成されるトナー像は、前記１面目サイドレ
ジセンサＳＮ２から内側へ（２面目サイドレジセンサＳＮ３側へ）ｄ１だけ内側の位置で
且つ２面目サイドレジセンサＳＮ３から（ｄ０＋ｄ１）だけ内側（１面目サイドレジセン
サＳＮ２側）の位置において、シート幅方向の設定画像記録幅Ｓ１ａの領域内に形成され
る。
【０１０９】
  図６Ｂにおいて、画像形成装置で使用される実際のシートＳのサイズはシート搬送方向
の長さおよびシート幅方向の長さが理想的なシートサイズＳ′に比較して少し大きい長方
形であるものとする。この実際のシートＳの前端からの距離ｅ１、シートＳの前記１面目
サイドレジセンサＳＮ２により検出される一端縁からの距離ｄ１の位置に、前記設定画像
記録幅Ｓ１ａおよび設定記録長さＳ１ｂの１面目の画像記録領域Ｓ１に画像を記録する場
合、画像記録領域Ｓ１とシート他端縁との距離はｄ１′（＞ｄ１）となり、画像記録領域
Ｓ１とシート後端との距離はｅ１′（ｅ１′＞ｅ１）となる。
  図６Ｃは前記図６ＢのシートＳをシート幅方向の両端縁が入れ代わるように反転させ且
つ前記シートの一端縁（１面目の画像記録時に前記図６Ｂに示す１面目サイドレジセンサ
ＳＮ２により検出されたシート端縁）を２面目サイドレジセンサＳＮ３で検出される位置
に移動させた状態を示している。この図６Ｃの状態のシートＳ上の１面目の画像記録領域
Ｓ１のシート幅方向の位置は前記図６Ｂの位置から２面目サイドレジセンサＳＮ３側に距
離ｄ０だけ移動した位置である。
  したがって、前記図６Ｃの位置からシートＳを、１面目サイドレジセンサＳＮ２側に距
離ｄ０だけ移動させると、シートＳ上の１面目の画像記録領域Ｓ１のシート幅方向の位置
は、前記１面目の中間転写ベルトＢ上の画像記録領域と同一の位置となる。なお、前記図
６Ｃの位置からシートＳを、１面目サイドレジセンサＳＮ２側に距離ｄ０だけ移動させる
には、レジローラＲｒをその軸方向（シート幅方向）に前記距離ｄ０だけ移動させれば良
い。
【０１１０】
  前述したように、前記中間転写ベルトＢに形成されるトナー像は、前記１面目サイドレ
ジセンサＳＮ２からｄ１だけ内側（２面目サイドレジセンサＳＮ３側）で且つ２面目サイ
ドレジセンサＳＮ３から（ｄ０＋ｄ１）だけ内側（１面目サイドレジセンサＳＮ２側）の
位置において、シート幅方向の設定画像記録幅Ｓ１ａの領域内に形成される。
  図６Ｄは前記図６ＣのシートＳに２面目の画像が記録された状態を示しており、２面目
画像のシート幅方向の画像記録幅Ｓ２ａは前記設定画像記録幅Ｓ１ａと重なる。したがっ
て、シートＳの１面目および２面目の画像記録領域Ｓ１およびＳ２のシート幅方向の位置
が、シートＳのシート面に垂直な方向から見た場合に一致する。
  また、シートＳの２面目の画像記録領域Ｓ２はシートＳ前端からｅ２の距離に配置され
ており、ｅ２＝ｅ１に設定されている。このため、１面目および２面目の画像記録領域Ｓ
１およびＳ２のシート搬送方向の位置が、シートＳのシート面に垂直な方向から見た場合
に一致する。
  したがって、画像記録領域Ｓ１およびＳ２のシート搬送方向およびシート幅方向の位置
が、シートＳのシート面に垂直な方向から見た場合に一致する。
【０１１１】
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  前記実施例２の画像形成装置では、中間転写ベルトＢ上の１面目の画像記録領域Ｓ１お
よび２面目の画像記録領域Ｓ２は、前記１面目サイドレジセンサＳＮ２から内側に設定距
離ｄ１だけ離れた位置で且つ２面目サイドレジセンサＳＮ３から内側に設定距離（ｄ０＋
ｄ１）だけ離れた位置に設定する。
  そして、シートＳの１面目の画像記録時のシート幅方向の位置は、シートの一端縁を１
面目サイドレジセンサＳＮ２により位置決めする。
  また、シートＳの２面目の画像記録時のシート幅方向の位置は、サイドレジセンサＳＮ
３で位置決め後、図６Ｃの状態から図６Ｄの状態に移る時に、使用するシートのシート幅
方向のサイズとＡ３ＳＥＦのシートのシート幅方向のサイズとの差ｄ０だけ、シートＳを
１面目サイドレジセンサＳＮ２側に移動させる。このようにすることにより、前記画像記
録領域Ｓ１およびＳ２のシート搬送方向およびシート幅方向の位置を、シートＳのシート
面に垂直な方向から見た場合に一致させることができる。
【実施例３】
【０１１２】
  図７は実施例３の画像形成装置のサイドレジセンサＳＮ２およびＳＮ３と、画像記録位
置でのシート幅方向の画像記録領域の位置およびシートＳの位置の説明図で、図７Ａは画
像形成装置が認識しているＢ４ＳＥＦのシートサイズＳ′と画像記録領域Ｓ１とサイドレ
ジセンサＳＮ２、ＳＮ３との位置関係を示す図、図７Ｂは画像形成装置が認識しているＢ
４ＳＥＦのシートサイズＳ′および実際のシートサイズＳとサイドレジセンサＳＮ２、Ｓ
Ｎ３と１面目の画像記録領域Ｓ１との位置関係を示す図、図７Ｃは前記図７Ｂのシートを
シート幅方向の両端縁を入れ替えて反転させ且つシート一端縁を２面目サイドレジセンサ
ＳＮ３で検出される位置に移動した状態を示す図、図７Ｄは前記図７Ｃの反転シートの２
面目の画像記録領域Ｓ２を示す図である。
  この実施例３の図７は前記実施例１の図５に相当する図である。この実施例３の画像形
成装置は、２面目サイドレジセンサＳＮ３が複数の受光素子を有するラインセンサにより
構成されており、サイドセンサＳＮ２に対して固定配置されている。画像形成装置により
Ａ３ＳＥ（Ａ３シートのショートエッジ）の長さまたはＡ４ＬＥ（Ａ４シートのロングエ
ッジ）の長さよりもシート幅が小さいシートの２面目に画像記録を行う場合に、シート幅
方向の一端縁の位置を検出するために、前記実施例１では２面目サイドレジセンサＳＮ３
が移動可能に構成されていたが、この実施例３のラインセンサにより構成された２面目サ
イドレジセンサＳＮ３は、固定配置された状態で、２面目に画像記録を行う場合のシート
幅方向の一端縁の位置を検出する。
  その他の点では、この実施例３の画像形成装置は、前記実施例１と同様である。
【実施例４】
【０１１３】
  図８は実施例４の画像形成装置のサイドレジセンサＳＮ２およびＳＮ３と、画像記録位
置でのシート幅方向の画像記録領域の位置およびシートＳの位置の説明図で、図８Ａは画
像形成装置が認識しているＢ４ＳＥＦのシートサイズＳ′と画像記録領域Ｓ１とサイドレ
ジセンサＳＮ２、ＳＮ３との位置関係を示す図、図８Ｂは画像形成装置が認識しているＢ
４ＳＥＦのシートサイズＳ′および実際のシートサイズＳとサイドレジセンサＳＮ２、Ｓ
Ｎ３と１面目の画像記録領域Ｓ１との位置関係を示す図、図８Ｃは前記図８Ｂのシートを
シート幅方向の両端縁を入れ替えて反転させ且つシート一端縁を２面目サイドレジセンサ
ＳＮ３で検出される位置に移動した状態を示す図、図８Ｄは前記図８Ｃの反転シートの２
面目の画像記録領域Ｓ２を示す図である。
  この実施例４の図８は前記実施例２の図６に相当する図である。この実施例４の画像形
成装置は、Ａ３ＳＥ（Ａ３シートのショートエッジ）の長さまたはＡ４ＬＥ（Ａ４シート
のロングエッジ）の長さよりもシート幅が小さいシートに両面画像記録を行う場合の２面
目のシートの搬送方法および中間転写ベルトＢ上の画像記録領域のシート幅方向の位置が
前記実施例１と異なる以外は、前記実施例２と同様である。
  この実施例４ではＢ４ＳＥＦのシート（Ａ３ＳＥＦよりシート幅の小さいシート）に対
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する画像記録は図８に示したように行う。
【０１１４】
  図８において、Ｂ４ＳＥＦのシートＳに対する１面目の画像記録を行って、そのシート
をシート幅方向の両端縁が入れ代わるように反転させ、反転シートＳの一端縁が前記２面
目サイドレジセンサＳＮ３で検出される位置まで反転シートＳをシート幅方向に移動させ
た図８Ｃの状態とするまでの動作は前記図６Ｃの状態とする実施例２と同様である。
  前記実施例２では前記図６Ｃの状態のシートＳをシート幅方向に移動させて図６Ｄの状
態にしてから、シートＳに２面目の画像を記録しているが、この実施例４では、図８Ｃの
状態のシートＳをシート幅方向に移動させずに、シートＳ上に２面目の画像記録を行う。
【０１１５】
  すなわち、実施例４の画像形成装置ではＡ３ＳＥの長さとＢ４ＳＥの長さとの差をｄ０
とした場合に、中間転写ベルトＢ上の１面目の画像記録領域Ｓ１は、前記１面目サイドレ
ジセンサＳＮ２から内側に設定距離ｄ１だけ離れた位置で且つ前記２面目サイドレジセン
サＳＮ３から内側に設定距離（ｄ０＋ｄ１）だけ離れた位置に形成する。
  そして、シートＳの１面目の画像記録時のシート幅方向の位置は、シートＳの一端縁を
１面目サイドレジセンサＳＮ２により位置決めした状態で、そのシートＳの一端縁から設
定距離ｄ１離れた１面目の画像記録領域Ｓ１に画像を記録する。この１面目の画像記録済
のシートＳをシート幅方向の両端縁が入れ代わるように反転させて、その反転シートＳの
前記一端縁を前記２面目サイドレジセンサＳＮ３により位置決めした状態（図８Ｃの状態
）で、２面目の画像記録領域Ｓ２に画像記録を行う。
【０１１６】
  この２面目の画像記録を行うときの、１面目の画像記録領域Ｓ１の位置は前記２面目サ
イドレジセンサＳＮ３から設定距離ｄ１だけ離れた位置となる。すなわち、シートＳ上の
１面目の画像記録領域Ｓ１は、１面目の画像記録時に比較して、２面目の画像記録時には
２面目サイドレジセンサＳＮ３側に（ｄ０＋ｄ１）－ｄ１＝ｄ０だけ移動している。
  したがって、中間転写ベルトＢ上の２面の画像記録領域は中間転写ベルトＢ上の１面目
の画像記録領域に比較して、シート幅方向に２面目サイドレジセンサＳＮ３に近づく側に
距離ｄ０だけ離れた位置に形成される。
  この実施例４では、シートＳの２面目の画像記録時のシート幅方向の位置は、シート一
端縁が２面目サイドレジセンサＳＮ３により検出される位置に制御して、中間転写ベルト
Ｂ上の２面目の画像記録領域を１面目の位置から２面目サイドレジセンサＳＮ３側にｄ０
だけ移動させることにより、シートＳ上の前記画像記録領域Ｓ１およびＳ２のシート搬送
方向およびシート幅方向の位置を、シートＳのシート面に垂直な方向から見た場合に一致
させることができる。
【産業上の利用可能性】
【０１１７】
（変更例）
　以上、本発明の実施例を詳述したが、本発明は、前記実施例に限定されるものではなく
、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内で、種々の変更を行うことが可能で
ある。本発明の変更例を下記に例示する。
（Ｈ01）前記実施例１～４では１面目サイドレジセンサＳＮ２および２面目サイドレジセ
ンサＳＮ３をそれぞれ別個のサイドレジセンサにより構成したが、１面目サイドレジ位置
と使用するシートサイズに応じた複数の２面目サイドレジ位置との間で移動可能な１個の
サイドレジセンサにより構成することが可能である。
（Ｈ02）固定配置された１個の前記１面目サイドレジセンサＳＮ２として、ラインセンサ
を使用することも可能である。
（Ｈ03）本発明は電子写真方式の画像形成装置以外のインクジェット記録式の画像形成装
置や熱転写式の画像形成装置等にも適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１１８】
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【図１】図１は本発明の画像形成装置の実施例１の説明図である。
【図２】図２は両面シート搬送装置の説明図で、図２Ａは前記図１のIIＡ－IIＡ線断面概
略図、図２Ｂは前記図２ＡのIIＢ－IIＢ線断面図である。
【図３】図３は前記実施例１の画像形成装置を使用し、画像記録位置を通過するシートの
搬送方向前端縁の向きが一定となるように且つシートのシート幅方向両端縁を入れ替える
ようにシートを反転してシート両面に画像記録する場合の従来技術の説明図であり、図３
Ａは給紙トレイに収容されているシートを示す図、図３Ｂは給紙トレイから取り出したシ
ートを搬送する途中の状態を示す図、図３Ｃはレジローラでシートを一旦停止させてシー
ト前端縁の向きをレジローラ軸方向に揃えてからレジローラ軸方向に移動させる状態を示
す図、図３Ｄはシートの１面目にトナー像が転写されながら転写領域（シートへの画像記
録位置）を通過するシートの状態を示す図、図３Ｅは１面目のトナー像が転写されたシー
トが定着領域を通過する状態を示す図、図３Ｆは１面目のトナー像が転写、定着されたシ
ートをシート幅方向の両端縁が入れ代わるように反転させた反転シートを示す図、図３Ｇ
は反転シートをレジローラで一旦停止させてシート前端縁をレジローラ軸方向に揃えてか
らレジローラ軸方向に移動させる状態を示す図、図３Ｈは前記反転シートが２面目にトナ
ー像を転写されながら転写領域（シートへの画像記録位置）を通過する状態を示す図、図
３Ｉはシートの両面にトナー像が転写された状態を示す図である。
【図４】図４は前記実施例１の画像形成装置のサイドレジセンサＳＮ２およびＳＮ３と、
画像記録位置でのシート幅方向の画像記録領域の位置およびシートＳの位置の説明図で、
図４Ａは画像形成装置が認識しているＡ３ＳＥＦのシートサイズＳ′と画像記録領域Ｓ１
とサイドレジセンサＳＮ２、ＳＮ３との位置関係を示す図、図４Ｂは画像形成装置が認識
しているＡ３ＳＥＦのシートサイズＳ′および実際のシートサイズＳとサイドレジセンサ
ＳＮ２、ＳＮ３と１面目の画像記録領域Ｓ１との位置関係を示す図、図４Ｃは前記図４Ｂ
のシートをシート幅方向の両端縁を入れ替えて反転させ且つシート一端縁を２面目サイド
レジセンサＳＮ３で検出される位置に移動した状態を示す図、図４Ｄは前記図４Ｃの反転
シート上の２面目の画像記録領域Ｓ２を示す図である。
【図５】図５は前記実施例１の画像形成装置のサイドレジセンサＳＮ２およびＳＮ３と、
画像記録位置でのシート幅方向の画像記録領域の位置およびシートＳの位置の説明図で、
図５Ａは画像形成装置が認識しているＢ４ＳＥＦのシートサイズＳ′と画像記録領域Ｓ１
とサイドレジセンサＳＮ２、ＳＮ３との位置関係を示す図、図５Ｂは画像形成装置が認識
しているＢ４ＳＥＦのシートサイズＳ′および実際のシートサイズＳとサイドレジセンサ
ＳＮ２、ＳＮ３と１面目の画像記録領域Ｓ１との位置関係を示す図、図５Ｃは前記図５Ｂ
のシートをシート幅方向の両端縁を入れ替えて反転させ且つシート一端縁を２面目サイド
レジセンサＳＮ３で検出される位置に移動した状態を示す図、図５Ｄは前記図５Ｃの反転
シートの２面目の画像記録領域Ｓ２を示す図である。
【図６】図６は本発明の実施例２の画像形成装置のサイドレジセンサＳＮ２およびＳＮ３
と、画像記録位置でのシート幅方向の画像記録領域の位置およびシートＳの位置の説明図
で、図６Ａは画像形成装置が認識しているＢ４ＳＥＦのシートサイズＳ′と画像記録領域
Ｓ１とサイドレジセンサＳＮ２、ＳＮ３との位置関係を示す図、図６Ｂは画像形成装置が
認識しているＢ４ＳＥＦのシートサイズＳ′および実際のシートサイズＳとサイドレジセ
ンサＳＮ２、ＳＮ３と１面目の画像記録領域Ｓ１との位置関係を示す図、図６Ｃは前記図
６Ｂのシートをシート幅方向の両端縁を入れ替えて反転させ且つシートの一端縁を２面目
サイドレジセンサＳＮ３で検出される位置に移動した状態を示す図、図６Ｄは前記図６Ｃ
の反転シートの２面目の画像記録領域Ｓ２およびその裏面に形成された１面目の画像記録
領域Ｓ１を示す図、図６Ｅは前記図６Ｄの反転シートの２面目の画像記録領域Ｓ２を示す
図である。
【図７】図７は実施例３の画像形成装置のサイドレジセンサＳＮ２およびＳＮ３と、画像
記録位置でのシート幅方向の画像記録領域の位置およびシートＳの位置の説明図で、図７
Ａは画像形成装置が認識しているＢ４ＳＥＦのシートサイズＳ′と画像記録領域Ｓ１とサ
イドレジセンサＳＮ２、ＳＮ３との位置関係を示す図、図７Ｂは画像形成装置が認識して
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いるＢ４ＳＥＦのシートサイズＳ′および実際のシートサイズＳとサイドレジセンサＳＮ
２、ＳＮ３と１面目の画像記録領域Ｓ１との位置関係を示す図、図７Ｃは前記図７Ｂのシ
ートをシート幅方向の両端縁を入れ替えて反転させ且つシート一端縁を２面目サイドレジ
センサＳＮ３で検出される位置に移動した状態を示す図、図７Ｄは前記図７Ｃの反転シー
トの２面目の画像記録領域Ｓ２を示す図である。
【図８】図８は実施例４の画像形成装置のサイドレジセンサＳＮ２およびＳＮ３と、画像
記録位置でのシート幅方向の画像記録領域の位置およびシートＳの位置の説明図で、図８
Ａは画像形成装置が認識しているＢ４ＳＥＦのシートサイズＳ′と画像記録領域Ｓ１とサ
イドレジセンサＳＮ２、ＳＮ３との位置関係を示す図、図８Ｂは画像形成装置が認識して
いるＢ４ＳＥＦのシートサイズＳ′および実際のシートサイズＳとサイドレジセンサＳＮ
２、ＳＮ３と１面目の画像記録領域Ｓ１との位置関係を示す図、図８Ｃは前記図８Ｂのシ
ートをシート幅方向の両端縁を入れ替えて反転させ且つシート一端縁を２面目サイドレジ
センサＳＮ３で検出される位置に移動した状態を示す図、図８Ｄは前記図８Ｃの反転シー
トの２面目の画像記録領域Ｓ２を示す図である。
【図９】図９はシート両面の画像記録領域が重なるように画像記録する場合の説明図であ
り、図９ＡはＡ３ＳＥＦのシート（ショートエッジフィード、すなわち、Ａ３シートの短
辺が前端となって搬送されるシート）の上面図、図９Ｂは前記Ａ３ＳＥＦのシートに転写
領域を通過させながら画像記録を行う状態を示す図、図９Ｃは前記Ａ３ＳＥＦのシートの
一面目の画像記録領域に画像記録した状態を示す図、図９Ｄは前記図９Ｃのシートを表裏
反転させた状態を示す図、図９Ｅは前記図９Ｄのシートに転写領域を通過させながら２面
目に画像記録を行う状態を示す図、図９Ｆは前記図９Ｄのシートの２面目に画像記録が行
われた状態を示す図、 図９ＧはシートＳの１面目の画像記録領域Ｓ１と２面目との画像
記録領域Ｓ２とがシートＳの紙面に垂直な方向から見た場合にシート搬送方向に位置ずれ
して配置された状態を示す図、図９ＨはシートＳの１面目の画像記録領域Ｓ１と２面目の
画像記録領域Ｓ２とがシートＳの紙面に垂直な方向から見た場合にシート幅方向に位置ず
れして配置された状態を示す図、である。
【図１０】図１０は実際の画像記録装置を使用し、シートの幅方向の一端縁の向きが画像
記録位置において一定となるように制御し且つシートの前後端を入れ替えるようにシート
を反転してシート両面に画像記録する場合の従来技術の説明図であり、図１０Ａは給紙ト
レイに収容されているシートを示す図、図１０Ｂは給紙トレイから取り出したシートを搬
送する途中の状態を示す図、図１０Ｃはシートガイドおよびレジローラを通過するシート
の状態を示す図、図１０Ｄはシートの１面目にトナー像が転写されながら転写領域（シー
トへの画像記録位置）を通過するシートの状態を示す図、図１０Ｅは１面目のトナー像が
転写されたシートが定着領域を通過する状態を示す図、図１０Ｆは１面目のトナー像が転
写、定着されたシートをシート幅方向の両端縁が入れ代わるように反転させた状態を示す
図、図１０Ｇは反転したシートがシートガイドおよびレジローラを通過する状態を示す図
、図１０Ｈは前記反転シートが２面目にトナー像を転写されながら転写領域（シートへの
画像記録位置）を通過する状態を示す図、図１０Ｉはシートの両面にトナー像が転写され
た状態を示す図である。
【図１１】図１１は実際の画像記録装置を使用し、画像記録位置を通過するシートの搬送
方向前端縁の向きが一定となるように且つシートの前後端を入れ替えるようにシートを反
転してシート両面に画像記録する場合の従来技術の説明図であり、図１１Ａは給紙トレイ
に収容されているシートを示す図、図１１Ｂは給紙トレイから取り出したシートを搬送す
る途中の状態を示す図、図１１Ｃはレジローラでシートを一旦停止させてシート前端縁の
向きをレジローラ軸方向に揃えてからレジローラ軸方向に移動させる状態を示す図、図１
１Ｄはシートの１面目にトナー像が転写されながら転写領域（シートへの画像記録位置）
を通過するシートの状態を示す図、図１１Ｅは１面目のトナー像が転写されたシートが定
着領域を通過する状態を示す図、図１１Ｆは１面目のトナー像が転写、定着されたシート
をシート幅方向の両端縁が入れ代わるように反転させた状態を示す図、図１１Ｇは反転し
たシートをレジローラで一旦停止させてシート前端縁の向きをレジローラ軸方向に揃えて
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トナー像を転写されながら転写領域（シートへの画像記録位置）を通過する状態を示す図
、図１１Ｉはシートの両面にトナー像が転写された状態を示す図である。
【符号の説明】
【０１１９】
ｄ１…１面目設定距離、
ｄ２…２面目設定距離、
Ｆ…定着装置、
Ｐｙ，Ｐｍ，Ｐｃ，Ｐｋ…像担持体、
Ｑ４…画像記録位置（転写位置）、
Ｑ５…定着領域、
Ｒｒ…レジローラ、
Ｓ…シート、
Ｓ１，Ｓ２…設定画像領域、
Ｓ１…１面目設定画像領域、
Ｓ１ａ，Ｓ２ａ…設定画像記録幅、
Ｓ１ｂ，Ｓ２ｂ…設定画像記録長さ、
Ｓ２…２面目設定画像領域、
ＳＨ…シート搬送装置、
ＳＨ３…シート反転路、
ＳＮ２…１面目サイドレジセンサ、
ＳＮ３…２面目サイドレジセンサ、
ＴＲ１～ＴＲ３…給紙トレイ、
ＵＹ～ＵＫ…トナー像形成装置、
（ＢＭ＋Ｔ２）…転写装置、
（Ｆｈ，Ｆｐ）…一対の定着用回転部材、
（ＳＨ１＋Ｒｐ＋Ｒｓ＋Ｒａ）…給紙用シート搬送装置、
（ＳＮ２＋ＳＮ３）…サイドレジセンサ、
（ＵＹ～ＵＫ＋ＢＭ＋Ｔ２）…画像記録装置、
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